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ナ イ ル 諸 語 に お け る 「単 数(Singulative)」 に つ い て

稗 田 乃

1.は じ め に

 本 論 文 は 、 ナ イ ル 祖 語 に い わ ゆ る 「単 数(Sing'uiative)」 形 が 存 在 した

こ とを 証 明 し、 ま た 、 ナ イ ル 祖 語 に お け る 「単 数(Singula七ive)」 形 の 形

成 法 を 再 構 成 す る こ と を 目的 と して い る。

 ナ イル祖 語 を再 構成 す る試 みは、従来 の研究 にお い てい まだ 十分 に成 功

しては いない。そ の原 因 は、従来 の研究 が形態論 を十分 に考慮 す るこ とな

く、音韻対応 を探 し求 めた ことにある。例 えば、Vossen(1982>で は、東 ナ

イル祖 語 の子音体 系 に㌔1、 ㌔2、*n3、 とい うよ うに 同 じ調 音 点 にお いて 、

同 じ調 音 法0)複 数 の 子 音 を再 構 成 して い る 。Ehret(2001)は 、 Nossen

(1982)が 再構 成 した 、同 じ調 音点、同 じ調音 法 の複 数 の子音 を、1つ の音

素 の環境 で条件 付 け られ る異音 で あ る と断言 した1)。 しか し、実際 は 、

Vossen(1982)が 再 構成 した同 じ調音 点 にお け る、同 じ調音 法 の複数 の子 音

は 、彼 が異 な る範 疇 の形式 を対応 させ た結果 で あ り、けつ して1つ の音 素

の条件 異音 な どで はな い。例 えば、名詞 を使 つた対応 にお い て、彼 が あ る

言 語 の 単数 形 に別 の言語 の 「単数(Singula七ive)」 形 を対 応 させ た り、 あ

る言 語 の複 数形 に別 の言 語 の異 な る形成 法 に よつて つ くられ た複数 形 を

対 応 させ た りした ため であ る。本論 文では、ナ イル祖 語 を再構 成 する従来

の試 みが犯 した誤 りを克 服 し、ナ イル祖語 を再構成 す る出発 点 を確立す る

こ とを 目的 と して い る。

1.1.ナ イ ル 諸 語

 ナイル 諸語 は、ナイル ・サハ ラ書語 フ ァイ ラム(Niio-Saharan Phylum)

を構 成す る言語 お よび言 語 グル ープ の中で、話者 数 、地理 的分布 、 さらに

所 属 す る言語 の数 か ら考 えて、最 も重 要 な言語 グル ープで あ る。ナ イル 諸

語 が話 され てい る地域 は、東 アフ リカ の南北 に広 が り、その主 要 な地域 は、

北 か ら南部 スー ダ ン、エ チオ ピア、 ウガ ンダ、ケニ ア、北部 タ ンザニア で

1)Ehret(2001), p.is,し か し 、Ehretは ど こ に も そ の 説 明 を 一与 え て い な い 。
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あ り、ま た、 コ ンゴの一部 で もナイル諸 語 は、話 され てい る。ナイル 諸語

は、 西 方言 と東 方言 と南方 言 の3つ の下位 言語 グル ー プ に分類 され る(図

1)。 東 方言 と南 方 言 は、近 い系統 関係 を もち、1つ の言 語 グル ープ を構

成 す る と考 え られ るが、それ につ いては本論 文 では議 論 しない。また、西 、

東 、南 の各 方言 グル ー プ内部 にお け る下位 分類 につ い て も議 論 しない。 ま

た、図1は 、本 論 文 の議論 にお いて用 いた言語 の名 前 をただ列挙 しただ け

の もので あ り、 ナ イル 諸語 に所属 す る言語 を網 羅 した もので はない。

図1 ナイル諸語

 西 ナ イ ル 方 言WN

ヌ エ ル 語Nu、 デ ィ ンカ 語Di、 シ ル ク語Sh、 ア ニ ュ ワ語An、 パ リ語Pa、

ル オ 語Lu、 ア チ ョ リ語Ac、 ラ ン ゴﾁLa

 東 ナ イ ル 方 言EN

バ リ語Ba(モ ン ダ リ方 言Mo、 ニ ェ プ 方 言Ne、 パ ジ ュル 方 言Paj、 ク ク

方 言Kuk、 カ ク ワ 方 言Kak、 ニ ャ ン グバ ラ方 言Ny)、 テ ソ語Te、 トゥル

カ ナ 語Tu、 カ リモ ジ ョン語Km、 ロツ ホ 語Lt(ド ン ゴ トノ 方 言Do、 ロ コ

ヤ 方 言Lk、 ロ ピ ッ ト方 言Lp)、 マ サ イ 語Ma、 サ ン プ ル 語Sa、 オ ンガ モ

語On、 ジ ャ ム ス 語Ca

 南 ナ イ ル 方 言SN

ナ ン デ ィ語Na、 キ プ シ ギ ス 語Ki、 コニ ィ語Ko、 ア ギ エ 語Ak、 ポ コ ト語

Po、 ダ トー ガ語Da(バ ジ ュ ー タ方 言Baj、 ギ サ ミジ ェ ンガ 方 言Gis、 ロ

ッテ ィ ゲ ン ガ 方 言Ro、 ビア ン ジ ー タ方 言Bia)

 図1で の言 語 の配列 にはなん ら著者 の意 図が存 在 す る ものではな い。以

下の対 応 表 では 略号 を用いる。

1.2,「 単 数(Singulative)」 形 と は 何 か

 言語 形 式 が実在 の数 に言及 す る とき、単数 を表示 す る形式 が、複数 な ど、

単数 以 外 の数 を表 示す る形式 よ りも、形 態論 的 に単純 で無標 で あ るこ とが

一般 的 であ る
。 しか し、言語 に よつては 、単数 の実 在 を言 及す るため に、

複 数 の 実在 に言 及 す る形式 よ り形 態論 的 に複 雑 な形 式 を用 い る場合 が あ

る。 例 えば、ル オ語 に(1)の 例が ある。

 (1)の 例 にお いて 「鳥」 を意 味す る名 詞 は 、一 見す る と、単数形 が複

数 形 に接尾 辞・0/-oが 接辞 され た形式 にな つて い る。 この名 詞 の場合 、明

らか に単 数形 が複数 形 よ りも形態論 的 に複 雑 で、有標 であ る といえ る。 し

一188一



か し、 「ビール 」 を意 味す る名詞 の場合 、単数形 は、確 か に、接尾 辞・0/・o

を接辞 した形 式 に なつて いるが、語 幹 内部 の母音 につ いて 、複 数形 がわ た

り音 を伴 う2重 母 音 を もっ のに対 して、単数形 は、単純 な 母音 を もつて い

る。したが って 、語 幹母 音 の点か らは、「ビール 」を意味 す る名 詞 の場合 、

単数形 と複数 形 の どち らが形態論 的 に単純 で あ るか、あるい は、無標 で あ

るか を決 定す るのは簡 単 では ない。

(1) Lu  sg.      pl.

wl.ny・O  wl.ny  `bird'

kO.ng'つkwO.n9'`beer'

ring'°o   ring'/ring'ge `meat'

u.n-o  u.n/u.nde/unni`rope'2)

 また、 「肉」 や 「ロー プ」 を意 味す る名詞 の場 合 、複数 形 にい くつ か の

異形態 が存在 す る。これ ら異形 態 の左端 に ある形式 と較 べ る と、単数 形 は、

形態論 的 に複 数形 よ り複 雑で有標 であ る と考 え られ るが 、それ 以外 の異 形

態 と較 べ る と、単数 形 が複数 形 よ り形 態論 的に複 雑 で有標 で あ ると決 して

簡単 に決 定 で きない。 シル ク語 に もル オ語 と同様 の例が存 在す る。

(2) Sh   sg.

doro

七yEl・O

rej-o

nywog-o

lEi-o

 pl.

dor   `vall'

七yEl   `foo七,1eg,

ric       ̀ fish'

nywok `louse'

lEl  `small pebble'

 (2)に お いて、 「壁 」、 「あ し」を意 味す る名詞 の よ うに 、単数形 が接 尾

辞 ・0/・oを もつてい て、形 態論的 に複 数形 よ り複 雑 で有標 と簡単に考 え ら

れ る場 合 もあ るが 、 「魚 」や 「し らみ 」 を意 味す る名 詞 の よ うな場 合、語

幹 末 の位 置 に あ る子音 が 無声閉鎖音 と有声 閉鎖 音 の間で交 替 していて、単

2)大 文 字 キ ャ ピタル で表 記 した母 音 は、[-ATR]母 音 を表 記 す る。 ng'は 、 軟 口蓋鼻 音 を

表記 し、ng'gは 、 軟 口蓋 母 音 と軟 口蓋 閉鎖 子音 の連続 を表 記 す る、 ndは 、 歯茎 鼻 音 と

歯茎 閉鎖 子 音 の連 続 を表 記 し、nロ は、歯 茎 鼻音 の連続 を表 記す る。 また 、母 音の あ と

に お か れ る ピ リオ ドは 、先 行 す る母 音 が若干 、 長 く発 音 され る こ とを表 記 して い る。
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数 形 と複数 形 の どち らが よ り形態論 的 に単 純 で無 標 で あるか を 簡単 に決

定 で き ない。

 実 在 に言 及 す る と き、 と りあ えず 、形 態 論 的 に 複 数 を無 標 の形 式 で 表 示

し、そ して 、単 数 を有 標 の形 式 で表 示 す る 場 合 、 単 数 を表 示 す る有 標 の 形

式 を 「単数(Singulative)」 形 と呼 ぶ 。 し か し、 ル オ 語 や シル ク 語 の 例

で 見 た よ うに 、形 態 論 的 に無 標 か 、有 標 か を 決 定 す る の は そ う簡 単 で は な

い 。 そ こ で 、 派 生 とい う観 点 か ら 「単 数(Singulative)」 形 を 定 義 す る 。

単 数 形 が複 数 形 な ど 、他 の形 式 か ら派 生 され る と き 、 そ の 形 式 を 「単 数

(Singulative)」 と呼 ぶ。次 章 で ナ イ ル 諸 語 に お け る 「単 数(Singulative)」

の 派 生 を考 察 す る が 、 そ の 前 に 、 「単 数(S�gula七ive)」 形 を もつ 名 詞 の

― 般 的 な意 味 的 特 徴 を見 てお こ う。

 r単 数(Singulative)j形 を もつ 名 詞 が 指 示 す る 実 在 は 、1)小 さ な モ

ノ で 常 に集 合 して 存 在 す る傾 向 が あ るモ ノ 、例 え ば 、食 料 や 小 石 な ど(例 、

ル オ 語 「肉 」、 「ビー ル 」、 シル ク語 「小 石 」)、2)動 物 、 鳥 、人 間 な ど 常

に 群 れ で存 在 す る傾 向の あ るモ ノ(例 、ル オ 語 「鳥 」、 シル ク語 「魚 」、 「し

らみ 」)、3)身 体 部 位 の名 称 な ど、対 で 存 在 す るモ ノ(例 、シル ク語 「足 、

脚 」〉 で あ る。

 これ らの実 在 は 、普 通 、 自然 界 にお い て複 数 で 存 在 す る の が 当た り前 の

モ ノ で あ る。 これ ら の 実在 を 、 特 に数 に言 及 す る こ とな く指 示 す る と き 、

言 語 形 式 は 、 「単 数(Singula七ive)」 形 で は な く、 複 数 形 が 用 い られ る。

こ の 複 数 形 が 言 及 す る 数 は 、 「一 般 数(General Number)」 、 あ る い は 、

Transnumeral、 Unit Referenceと 呼 ば れ る 。そ して 、指 示 す る実 在 がr一

般 数(General Number)Jで は な く、 特 に 単 数 で あ る こ とに言 及 して 、 こ

の よ うなモ ノ を指 示 す る とき に 「単数(Singulative)」 形 が 用 い られ る。

逆 に 、 自然 界 に お い て 単 数 で 存 在 す るの が 当 た り前 の モ ノ を 、特 に 数 に言

及 す る こ とな く指 示 す る と き、 つ ま り、 「一 般 数(General Number)」 、

Transnumeral、 Uni七Referenceで 指 示 す る と き 、 普 通 、 単 数 形 が 用 い ら

れ る。 そ して 、 特 に数 に言 及 して 、複数 の モ ノ を 指 示 す る とき 、複 数 形 が

用 い られ る。 「一 般 数(General Number)」 を表 示 す るた め だ け の 特別 な

形 式 は 、 普 通 、 存 在 しな い。 この 関係 を 図 示 す る と図2に な る3)。

 図2で 言 え る こ と は 、以 下 の とお りで あ る 。形 態 論 的 に は 、単 数 形 と 「単

数(Singulative)」 と複 数 形 の3種 類 の 形 式 が 存 在 す る。 数 の 範 躊 は 、 単

数 と 「一 般 数(General Number)」 と複 数 の3つ の 範 疇 が 存 在 す る。 形

3) ナイル諸語 には双数や三数が存在 しないので、それ らについては、問題 としない。
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態論的 対立 と数 の範疇 の対 立は、3つ の項 が それ ぞれ に対 立す るので は な

い。形 態論 的 な対 立 に関 して は、1)「 単 数(Singula七ive)」 形 に対 して

複 数形 が対 立 し、2)単 数形 に対 して複 数形 が対 立す る。数 の範 疇 の対 立

に関 して は、A)単 数 に対 して、 「一般数(General Number)」 と複 数 が

合 わ さった ものが対 立 し、B)単 数 と 「一般数(General Nu皿ber)」 が

合 わ さつた ものに対 して、複数 が対立す る。そ して、1)の 形 態論 的対 立

とA)の 数範 疇 の対 立 が、2)の 形態論的 対立 とB)の 数 範 曙 の対 立 が並 行

す る。 自然界 にお い て複 数 で存 在す るのが普 通 で あ るモ ノの揚合 、数 範 疇

は、A)の 対 立 を示 し、形態論 的 な対 立 は、1)の 対 立 を示 す。 ま た、 自

然界 にお い て単独 で存在す るの が普通 で あるモ ノの場合 、数 範躊 の対 立 は 、

B)の 対 立 を示 し、形 態論 的対 立は 、2)の 対 立 を示す 。

図2 数 の範 疇 と、数 を表示 す る形式

自然 界 にお いて複 数 で存在す るのが普 通 であ るモ ノ

A)単 数 対 、r一 般 数(General Number)J十 複 数

1)単 数 は 、 「単 数(Singola七ive)」 形 で 表 示 され 、 「一 般 数 くGeneral

Number)」 は 、 複 数 形 で表 示 され る 。 複 数 は 、 複 数 形 で 表 示 され る。

自然 界 にお い て 単 数 で 存 在 す る の が普 通 で あ るモ ノ

 B)単 数 十 「一 般 数(General Nu皿ber)」 対 、 複 数

 2)単 数 と 「一 般 数(General Number)」 は 、 単 数 形 で 表 示 され 、 複

 数 は 、 複 数 形 で 表 示 され る。

2。ナ イ ル 諸 語 に お け る 「単 数(Singulative)」 形

2.1.西 ナ イ ル 方 言

2ユ.1.ル オ 語

 ル オ語 を記述 した従 来 の研究 にお いて 「単 数(Singulative)」 形 の存 在

を指摘 した もの はな い。た だ し、Tucker(1994)は 、子 音 と母 音か らな る接

尾 辞 がル オ語 の単数 形 に見 られ るこ とを指摘 した。彼 は、その接尾辞 の機

能 は分 か らない と して いる。

 (3)と(4)の 例 か ら分 か るこ とは、以下 の とお りで あ る。1)Tucker(1994)

が存 在 を指摘 した接尾 辞 は、鼻音 と母音 か らな つて い る。2)一 方 、す べ

て の複 数形 は、ル オ語 にお け る規則 的な複数 形成 法 に した が つて形成 され

てい る。3)Tucker(1994)が 指摘 した接尾辞 が接 辞 され た形式 は、た い て

い、 単数 と して扱 われ る。 ただ し、 「南京 虫」、 「所 有物 」 を意 味す る名 詞

には複数 形 が記 録 され て いない。 「ハ エ」、 「昆 虫」 を意 味す る名詞 の単 数
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形 は 、1匹 の個 体 を、また同時に、複数個 か らな る同一種 の集 団 を意 味 し、

一 方 、 これ らの複 数 形 は、異な る種類 の複 数 の集 団 を意 味す る。

(3) Luo  sg.      pl.

kEdh・nO kEthE  `bile'

kog-no  koke  `nail, claw'

(4) Luo  sg.

1wAng'・nI

cwAr-nI

thlw-nI

jAm曹nI

kud-n�

pl.

luang'ge, lueng'ge`fly'

    もbug'

thl.pE  `small chain'

    `cattle as possession'

ku.七e    `insect'4)

 (4)の 接 尾 辞 一nl/・niは 、 形 式 が複 数 の 接 尾 辞 と同 じに な つて い る(例

え ば 、ル オ 語 の複 数 形 成 法 に お い て、複 数 形 をつ くる接 尾 辞 ―nl/・niが 存 在

す る。pAIA(sg.), pel-ni(pl.)`knife')。 単 数 形 が 同 一種 の複 数 個 を も意 味

す る こ と と、単 数 形 に 見 られ る接 尾 辞 が 複 数 の 接 尾 辞 と 同 じ形 を して い る

こ とか ら、接 尾 辞 ―nl/・niが 接 辞 され た 形 式 は 、複 数 形 が 集 合 名 詞 と して 用

い られ 、 単 数 扱 い され た もの と考 え られ る。

 Tucker(1994)が 指摘 した単 数形 に見 られ る鼻 音 と母音 か らな る2つ の

接尾 辞 の うち、 ・nl/・niは、複 数形 をつ くる接 尾辞 で あ る と分か つたの で、

・nO/・noが そ の 機 能 が 不 明 で あ る接尾 辞 と して残 る
。 しか し、 接 尾 辞

一nO/-noが 「単数(Singuユative)」 形 をつ くる接尾 辞 で あ ると決 定す るに は

まだ早計 で あ る。 接 尾辞・nO/・noを 接辞 され た形 式 が、そ れ と対 をつ くる

複数 形 よ りも形態 論 的 に複雑で あ るとは簡 単に言 えないか らであ る。なぜ

な ら、複 数形 に も接 尾 辞が接 辞 され ているの で、接 尾 辞の有 無 だ けでは形

態論 的 な複 雑i性を決 定 できない。

 し か し 、 ル オ 語 に は 形 態 論 的 な 複 雑 性 の 基 準 だ け で 「単 数

(Singulative)」 形 とみ な され うる形 式が わず かだ が存在す る。(1)の4

つ の名 詞 は、接尾 辞 が接辞 され な い複 数形 に対 して 、接尾 辞 が接辞 され た

単数形 を もつ。 これ らの名詞 は、単純 に考 えて単数 形が複 数 形 よ り形 態論

4)dh、 thは 、 そ れ ぞ れ 有 声、無声 歯 閉鎖音 を表記 す る。 接 尾 辞 の母 音 は、語 幹 の母 音

に母 音調 和 をお こ な う。語 幹 の母 音 が【+ATR]で あ れ ば、接 尾 辞 の母 音 は【+ATR】 に な る。
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的 に複 雑iであ る と言 える。

 しか し、実 際 は、ル オ語 は、(1)の 「肉」や 「ロープ」 を意 味す る名 詞

の例 か ら推 測 で き る よ うに、あ らゆる名詞 につ いて 、その 単数 が単数 形 で

表示 され る と も、 「単数(Singulative)」 形 で表 示 され る とも、 単数 を表

示 す る どん な形 式か ら も、規則 的 な複 数形 成法 に よって複 数形 をつ く る。

これが 、ル オ語 に生 じた複 数形成 の歴 史 的改新 で あ る。 この規 則 的 な複 数

形 成法 に例外 的 な名 詞 が、(1)の 「鳥」 と 「ビール 」 を意 味す る名 詞 で あ

り、 「肉」や 「ロープ 」 を意 味す る名 詞 の複数 を表示 す る左端 の異 形 態 で

あ る。 これ らの形式 は、規則的 な複数 形成 法 に従 っ ていな い5)。 これ らの

形 式は 、ル オ 語 の複 数 形成 にお ける改新 を逃 れ て 、単数形 と複数 形 の対 立

の古い 姿 を示 してい る。 しか も、 これ らの名 詞 の単 数 を表 示 す る形 式 は、

前章 での形 態 論 的な 単純性 につ いて の議論 と意 味的 特徴 を考 慮 して、 「単

数(Singula七ive)」 形で あ る と考 え られ る。

 さ らに、ル オ 語 には 単数 形 と複数 形が補 充法 に よ り区別 され る名 詞 が若

干 、存 在す る。

(5) Luo sg.

we.ndo

dA.nA/dA.yO

dhA.nA

dhlAn g'

gi(n)

pl.

we.lo `visitor'

da.ye `grandmother'

JI    person

dho.k `cow, cattle'

g勛   `th匤g'

5)ル オ 語 の複 数形 生 につ い て、詳 しくはHieda(1991)を 参 照。 語幹 と接 辞 の組 み合 わ せ

は 、論 理 的に は 以 下 の4つ の組 み合 わせが 存在 す る と考 え られ る。

  sg.

1.stem-suff喆

2.stem・su鐙x

3.stem

4.stem

 pl.

stem  (2例 の み)

stemsuffix

stemsuffix

stem (語 幹 と接 尾辞 が融 合 して、接 尾 辞 を容易 に分 離 で きな い)

 1の タ イ プ は 、(1)の2つ の名詞 しか ない。4の タイ プ は、(5)の 例 で あ る。 単

数 形 と複数 形 の組 み合 わせ は、たい てい 、2か3の パ タ ー ンの どれ か を示 す 。語幹 と接

尾 辞 の 組 み合 わせ が このパ ター ンを示す のは 、ル オ語 が 、 どんな 単数形 で あ ろ うと も、

も とも と は 「単 数(Singulative)」 形 で あ ろ うとも、単 数 を表示 す る形 式 に接 尾 辞 を付

加 す る こ とに よ り複 数形 をつ くる とい う、複 数 形成 の 歴 史的 発 展 を遂 げ た結 果 で あ る。
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 数 に 言 及 す る こ とな く、 「牛 」 を表 現 す る と き は 、 普 通 、 「牛 」 を意 味 す

る名 詞 の複 数 形 が 用 い られ る。 と りわ け 、 「牛 」1頭 を指 示 した い場 合 に

は 、 「牛 」 を 意 味 す る名 詞 の 単 数 形 を 用 い る。 同 様 に 、 「人 」 を数 に 言及 す

る こ とな く表 現 す る とき 、す な わ ち、 「一 般 数(General Number)」 を 表

現 す る に は 、 「人 」 を意 味す る名 詞 の 複 数 形 が 用 い られ る。 こ の こ とか ら

(5)の 左 側 に あ る形 式 は 、 「単 数(Singulative)J形 で あ る と考 え られ

る。

 こ れ ま で の 議 論 を ま と め る と 、 次 の よ うに な る 。 ル オ 語 に は 「単 数

(Singula七ive)」 形 が存 在 し て い た。 「単 数(Singulative)」 形 をつ く る形

成 法 は 、2っ 、 存 在 して い た 。1つ は 、 接 尾 辞 一nO/・noを 名 詞 語 幹 に 接 辞

す るや り方 と、 も う1つ は 、現 在 で は 補 充 法 に な つ て しま つ て い る形 成 法

で あ つ た 。 しか し、 ル オ語 は 、 複 数 形 成 の 歴 史 的 改 新 を行 っ た た め 、 「単

数(Singulative)」 形 は、 痕 跡 と して残 っ て い る だ け で あ る。

 ル オ語 は、複 数形成 の歴 隻 的改栽 を行 つ たため 、現在 のル オ語か らは古

い 「単数 くSingulative)」 の形 式 を探 るの は容 易 で は な い。補 充法 に よ る

数 の 区別 と ともに、次節 でシル ク語 の例 を使 つて、考察 す るのが良いで あ

ろ う。

2.1.2.シ ル ク 語

 シ ル ク 語 を 記 述 し た 従 来 の 研 究 に お い て 、 シ ル ク 語 に 「単 数

(Singula七ive)」 形 の 存 在 を 指 摘 した も の は な い 。 Kohuen(1933)は 、 単

数 形 が 母 音.oで 終 わ る名 詞 は 、そ の 母 音 を 落 とす こ と で 、複 数 形 が 形 成 さ

れ る と述 べ て い る 。

(6) Sh  sg.

doro

tyElo

「eJO

ng uro

nywogo

lElo

pl.

dor  `wall'

tyEl  `foot, leg'

r兤   `fish'

ng'urr  `gad-fly'

nywok`louse'

lEl `small pebble'

 (6)の 例 は、Kohnen(1933)が 述 べ る語 末の位置 の母 音 を脱落す るこ と

で形成 され た複 数形 であ る。 これ らの例 は、前章 で議論 した形 態論 の複雑

性 の 定義 に よる と、単数を表現す る形式 が有標 で あ る。 また、これ らの名
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詞 は 、 前 章 で 議 論 した 「単数(Singulative)」 形 を も つ 名 詞 の 意 味 的 特 徴

を 備 えて い る。 これ らの こ とか ら、(6)に お い て左 側 に 位 置 す る形 式 は 、

「単 数(Singulative)」 形 で 、右 側 に あ る形 式 は 、「～ 般 数(General Number)」

を 表 示 す る形 式 で あ る と考 え られ る。(6)の 例 、つ ま り、 単 数 を 表 示 す る

形 式 が接 尾 辞 を も ち 、複 数 を表 示 す る形 式 が 接 尾 辞 を も た な い 名 詞 は 、ル

オ 語 で は ほ ん の わ ず か しか 存 在 しな い が 、シル ク語 に お い て は か な りの 数

が 存 在 す る。

 さらに、 シル ク語 には 、母音・oが単数形 に接 辞す る名 詞 以外 に、母音 ・i

が単数形 に接 辞す る名 詞 がわずか に存在す る。

(7) Sh  sg.     pl.

deted°i    detet `long pole for pushing boats'

dekag・i   dekakki `S七ick for digging七he grou且d'

 シル ク語 におい て は、母音・iが接辞 され る複 数形 が、規 則的 な名 詞複 数

形成 法 に よつて派 生 され る(Hieda,1991)。 単数 形 に接 辞 され て い る母 音

°1は、複 数形 に接辞 されて い る母音'1と 同 じ形 を してお り、 した がつ て、

母 音・iが接 辞 され て形 成 され た単数 を表 示す る形式 は、複数 形 が集合 名 詞

的 に単数 と して用 い られ た もの と考 え られ る。

 また、 シル ク語 には 、母音oが 単数形 に接 辞 され るだ けに と どま らず 、

単数形 の語 幹末 の位 置 で子音 が鼻音 化す る名詞 が存在 す る。

(S) Sh  sg.

kwanyo

wango

pungo

yungo

kerry

(o)yino

わun/budo

dhano

dhyang'

gin

pl.

kwee  `fish-scale'

wac `paper, book'

puc `string of a musical instrument'

yuk  `fir�黔ood'

kaj I kej `place, spot'

yith   `fisherman'

 budi  `parcel, part'

ji    `man, human being'

dhok   `cow'

gik     `thii7g'

「薪 」 を意 味す る名 詞 は、普通 、常に複数形 で用 い られ る。特 に単数 形
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で 用 い られ る とき 、 そ れ は 、 「木 材 の 一 片 」 を 意 味 す る こ と か ら、 「薪 」 を

意 味 す る名 詞 の 単 数 を 表 示 す る形 式 は 、 「単 数(Singulative)」 形 と考 え

られ る。(8)の 例 、つ ま り、単 数 形 が 接 尾 辞 ・oを も ち 、 さ ら に 、単 数 形 で

語 幹 末 の 位 置 の 子 音 が 鼻 音 化 を 受 け る名 詞 は 、 単 数 を表 示 す る形 式 が 「単

数(Singulative)」 形 で あ る と考 え られ る。

 シル ク語 「単数(Singulative)」 形 の語幹 末 の位 置 にお け る鼻音化 は、

ヌ エル 語 の複数形 成 にお いて見 られ る鼻音化 ときわめ て似 てい る。

(9) Nu  sg.    pl.

gwak' gwageni I gwang'eni `fox'

jith    kejienhi  `ear'G)

 (9)の 「きつ ね」 を意 味す る名詞 は、複数 形 に2つ の異形 態 を もつ て

い る。一方 は、語 幹末 の位 置 で子音 の鼻音 化 を受 けず 、有声 化 を受 け る形

式 で あ り、他 方 は、語 幹末 の位 置 で子音 の鼻音 化 を受 け る形 式 であ る。「耳」

を意 味す る名詞 は 、複数形 の語 幹末 の位置 で子 音 が鼻音化 を受 けた形 式 を

もつ 。 これ らの複 数形 の形成 法 は、以 下の とお りであ る。

{10) Nu gwak'   sg.

IR4   gwak'+eni

R2    gwag+eni pl.  R2' gwang'+eni pl.

    ji七h

IR4   jith+ni

R2'   jinh+ni

N-drop  jienh+i

Sg.

pl.

 IR4は 、名詞 の複数 形成 にお いて、語 幹 に複 数 をつ くる接尾 辞一eni、あ

るい は、-niが 接辞 す る規則 であ る。語幹 末の位 置 の子 音 が無声 閉鎖 子音

(ヌエル 語 では 声門 閉鎖 を と もな う閉鎖音 で表記 され る)で あれば、接尾

6)k'は 、声門閉鎖を ともな う閉鎖子音を表記す る。ヌエル語 において声門閉鎖を ともな

う閉鎖子音は、無声閉鎖子音に由来すると考えられ る。有声閉鎖子音か ら由来する閉鎖

子音 は、声門閉鎖をともなわない閉鎖子音で表記 され る。ただ し、声門閉鎖をともな う

閉鎖子音は、かな らず しも、体系的に記述 されていない。nhは 、歯鼻音 を表記する。
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辞一en墲ｪ 接 辞 され 、語 幹末 の位置 の子音 が有 声 閉鎖 子音(ヌ エ ル語 では 声

門 閉鎖 を とも なわ ない閉鎖音 で表 記す る)で あれ ば、接 辞 ―niが 接辞 され

る。R2は 、語 幹末 の子 音 を有 声化 す る規則 であ る。 R2'は 、語幹 末 の子 音

を鼻音 化す る規則 で あ る。R2が 適 用 され るか、 R2'が 適 用 され るかで 、異

形 態が 生 じるの であ る。N-dropは 、鼻音 が連続 す る と、2番 目の鼻音 が

脱 落す る規 則 で あ る7)。

 シル ク語 の 単数 形 にお い て語幹 末 の位 置 で子 音 の鼻 音 化 が み られ る形

式 の形成 法 は 、ヌエ ル語 の複 数形成 にお ける鼻音化 規則 とよ く似 た規 則 で

説 明す る こ とが で き る。 シル ク語 の語幹 末の位 置 で子 音 の 鼻音 化 を伴 う

「単数(Singulative)」 形 と、 ヌエ ル語 の語幹 末 の位 置 で子 音 の鼻 音化 を

伴 う複数 との違 い は、母音 の質 の違 いである。シル ク語 の語 幹 末の位 置 で

子 音の 鼻音化 を伴 う「単数(Singulative)!形 の形 成 を、ヌ エル語 の複 数

形成 の規 則 に な らつて、説 明す ると以 下の よ うに な る。

(11) Sh *kwaj

SR    kwaj+na

R2'   kwany十no

N-drop kwant'+o singulative

 SRは 、語幹 に 「単数(Singulative)」 形 をつ くる接 尾 辞 を付加 す る規 則

で あ る8)。R2'は 、語 幹末 の位 置 の子音 を鼻音化 す る規則 で あ る。恐 らく、

閉 鎖子 音 が後 続 す る鼻 音 に 同化 して 、鼻音 に な る規 則 で あ っ た ろ う。

N-dropは 、2つ の鼻音 が連続 す る とき、2番 目の鼻音 が脱 落す る規則 で

あ る。SRとR2'とN・drapの 規則 を適用す る と(8)の シル ク語 にお け る

語 幹 末 の位 置 で子 音 が鼻 音化す る 「単数(Singula七iVe)」 形 を、すべ て 、

形 成 す る こ とが で き る。 た だ し、(8)の なかで 、 「人」、 「牛 」、 「物 」を意 味

す る名 詞 の単数 を表 示 す る形 式は、語 幹末の位 置 にお ける子 音の鼻音化 で

は単純 に説 明す る こ とは できな い。これ らは、補 充法 に よ る単数 と複数 の

区別 とされ て きた もので ある。これ らについて は第3章 で詳 しく議論す る。

2.1.3.ア ニ ュ ワ 語

7)複 数 形 成 に つ い ては 、 詳 しくは、Hieda(1991)を 参 照。

8)t数(Singulafive)」 形 をつ くる接 尾 辞 の母音は 、[-ATF�母 音 ・0で あ ろ う。 だ が 、

シ ル ク語 の母 音 の質 を記 述 した信頼 で き る資料 がな い。Kohnenの 記 述 に従 ってお く。
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 ア ニ ュ ワ語 の 記 述 の 中で 、Reh(1996)は 、 「単 数(S匤giilative)」 形 を つ

く る接 尾 辞 ・0(中 声 調 を もつ)の 存 在 を指 摘 して い る(12)。Reh(1996)

は 、語 幹 末 の位 置 に お け る子 音 の 鼻 音 化 を 伴 う単 数 形 の存 在 に つ い て も指

摘 して い る(13)。

112) An sg.    pl.

/wEnyO/ /wEng'/ `small bird'

/七〇1ユg,0/ /七〇ng'/  `egg'

/bElﾟ/  ノbEl/   `charcoal,

(13) An sg.   pl.

rEnnhO  rllth `f匤'

kunnho   koodhi `seed'9)

(14} An sg.

    larro

pl.

laar   `vein'

 Reh(1996)は 、(13)の 語 幹 末 の位 置 に子 音 の鼻音 化 を伴 う単数形 の派

生 を以 下 の よ うに考 えている。 また、(14)の 語幹末 の位 置 で流音 が重複

す る単数 形 も子 音 の鼻音化 と同様 に説 明 で きる と考 えてい る。

(15) /rEnnhO/ < /rlldh/+/・VN・/+/つ/

   harro/   < /laar/+/・VN-/+/・O/

 Reh(1996)は 、 母音 と鼻音か らな る接 尾辞 を想 定 し、そ の鼻音 と先行 す

る子 音 が鼻音 の連 続 をつ くる と考 えてい る。ま た、そ の鼻 音 は、先行 す る

流音 と流 音 の重複 をつ くると考 えて い る。また、彼女 は、そ の接 尾 辞 を一VN

と・0の2つ の接 尾辞 と、あるい は、・VNOの よ うに1つ の接 尾辞 と想 定す

る こ とも可 能 で ある と考 えて い る。

 Reh(1996)が 考 え た 単数 形 の 派 生 は 、 本 論 文 、(11)で 議 論 した シル ク

語 のSR、 R2'、 N・dropの 規 則 と似 て い る。 Reh(1996>は 、 ア ニ ュ ワ語 の

「単 数(Singula七ive)」 形 をつ く る接 尾 辞 が 、母 音 ・0に 中声P/p」を も ち、 単

数 の語 末 の位 置 に あ らわれ る母 音 つ が 、 た ん に 低 声 調 を もつ と考 え て 、

9)nnhは 、 歯 鼻音 の連 続 を表 記す る。 ア ニュ ワ語 は 、歯 茎鼻 音 と歯 鼻音 の対 立 が あ る。
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声 調 に よ っ て 、 「単 数(Singulative)」 形 を つ く る 接 尾 辞 を 、 単 数 形 の 語

末 の位 置 に現 れ る母 音 と 区別 して い る。 シル ク語 で は 、声 調 を 記 述 した 信

頼 で き る 資 料 が 存 在 しな い た め 、Reh(1996)が 行 っ た よ う な 声調 に よ る 区

別 が で き な い 。 し た が つ て 、(6)の な か に は 、 「単 数(Singula七ive)」 形

で は な く、 た ん な る 単 数 形 が 含 ま れ て い る 可 能 性 を 排 除 で き な い。

 Reh(1996)が 指 摘 して い な い単 数形 の形成 が 存 在 す る。(16)の 例 は 、

Reh(1996)を 含 む 従来 の研究 で は、補充法 に よる単数 形 と複数 形 の区別 と

され て きた ものであ る。 これ らの形成 法 につ い て は第3章 で議論 す る。

{16) An sg.  pl.

dhlAng' dhok

dhAAnO   jEy

gln    glI

COW

person
`thing'

2.1.4.西 ナ イ ル 祖 語

 これ まで の議 論 か ら西 ナイル祖 語 に 「単数(S匤gulative)」 形 が存在 し

た ことは明 らかで あ る。その形成 法 には 、2つ のや り方 が存在 した。1つ

は 、語 幹 に接 尾辞0を 付加 す るだ けの もの で あ り、 も う1つ は、語幹 に

接 尾辞 ―nOを 付加 し、そ の接尾辞 の鼻音 と同化 す る こ とに よ り語 幹末 の位

置 の閉鎖 子音 が鼻 音化す る もので あった。接 尾 辞 ・0が 付加 され た場合 、

語幹末 の位 置 で閉鎖 子音 の鼻音化 は生 じなか つた。暫 定的 に、ナイル祖 語

の 「単数(Singulative)」 形 の形成法 をま とめ る と以下 の とお りにな る。

(17)Proto-WN

(a)CVCrO (C1は 無 声 閉 鎖 音 、 無 声 閉鎖 音 と 自然 類 を つ く る子 音)

(b)CVCmO > CVN・nO > cvN-o (C!は 有 声 閉 鎖 音 、 有 声 閉 鎖

音 と自然類 をつ くる子音)

 接 尾 辞nOが 付加 され るの は、語幹末 の位 置の 閉鎖音 が有 声の場合 で あ

つた ろ う。 一方 、接 尾辞 つ が付加 され るの は、語 幹末 の位 置 の閉鎖音 が

無 声 の場 合 で あっ た ろ う。これ らの接尾辞 は、1つ の形 態素 の異形 態 と考

え られ る。閉鎖 子音 以外 の子 音、例 えば、流 音や 鼻音 は、有声 閉鎖音 と 自

然類 を形成 し、接尾 辞・nOが 付 加 され るか、あ るい は、無声 閉鎖音 と自然

類 を形成 し、接 尾辞 ・0が 付加 され た。流音や 鼻 音 が有声 閉鎖音 と自然 類

を形成 す るか 、あ るい は、無 声 閉鎖 音 と自然類 を形成 す るかは、西ナ イル
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祖語 の時代 に既 に地 理的変異 が存在 した と考 え られ る。 しか し、これ につ

いて は、 さ らに検討 が必要 で ある。

2.2.東 ナ イ ル 諸 語 、 マ サイ 語

 従 来 の マ サ イ 語 の 記 述 に は 、 マ サ イ 語 に 「単 数(S匤gulat咩e)」 形 の 存

在 を 指 摘 した も の は な い 。 た だ し、Tucker&Mpaayei(1955)は 、単 数 形 が

複 数 形 か ら接 尾 辞 を付 加 す る こ とで 派 生 す る 可 能 性 が あ る と述 べ て い る0

そ の 接 尾 辞 に は 、 ・i、・a、・o、・niが あ る と して い る。 前 章 で 議 論 した 「単

数(S匤gulative)」 形 の 定 義 に し た が え ぱ 、 マ サ イ 語 に は 「単 数

(Singul.ative)」 形 とみ られ る形 式 が 存 在 す る こ とに な る。

(18)Ma sg.

Ol-AgUEt-An・I

OI-AlbArt-An-I

ol-aibo-on-i

ol-aimonk-on-1

pl.

Il-AgUEt-Ak

II-AlbArt・Ak

il-a兊ti-ok

il-a匇onk-ok

`carpenter'(A-gUEt`to charpen)

`initiate'

`one who prevents'

`liar'

(18')Ma sg.   pl.

enk°ala-on-i     ink-ala-o  `ant'lo)

Ol・mE且En,9'・An・I I1・mEn―En.9'-A `corpse'10)

(18")Ma sg.

 Em・bArl-E

pl.

Im-bArl-Ak

(1ﾟ"')Ma sg.

Ol-klllkU-A・I

e-modi-o-i

pl.

II-klllkU `message'1i)

i・modi-ok`cow dung'

(19)Ma sg.   pl.

 Ol-AlmUtlA-I  II-AlmUtlA `reed'12)

10)複 数の語末の位置に軟口蓋無声閉鎖音kが あった と考える。

11)複数形の語末の位置に語幹形成辞一Akが あった と考え る。複数形 ではこの語幹形成

辞は完全 に脱落 して しまつた。また、単数形において母音間でkは 脱落 した。k>ﾘ/A _1

12)単 数形 と複数形か らは、語幹形成の接尾辞一Akが 付加 されているか明らかではない。
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 (19  )  Ma sg. pl

O1-A1A-IIl-AlA 'tooth, tusk'. 

Em-bAEIm-gAA `arrow, matter'13) 

O-1EEI-1EwA 'man, male'13) 

ol-kikue-i Il-kIkU `thorn' 14)

(20) Ma sg.pl. 

Enk-AkEny-A Ink-AkEny `morning' 

O1-AkIr-AIl-AkIr `star' 

Enk-AI-n-A Ink-Al-k 'hand' 

  em-bolot-o im-bolot 'opening' (a-bol `to open') 

  ol-cang'it-o il-cang'it 'wild animal'

(20') Ma sg. pl. 

  01-kIn-AIl-kI 'breast, teat' 15)

(20") Ma sg.pl. 

  en-kuku-oin-kuk 'charcoal' 16)

(201 Ma sg. p1. 

01-mAng'AtInt-A Il-mAng'AtI 'enemy' 17)

(21) Ma sg.pl. 

  En-kUng'-UIn-kUng' `knee'

(22) Ma sg.p1. 

O1-cAnl / 01-cAtA Il-kEEk `tree' 

En-kltEng'In-kishu 'cow, herd of cattle'

13)k aif1Z6ii. ;1_,itz,FkHtg/1t:,k> 4/A _I,A+I>E 

14)ol kiku ak i I > ol-kiku-a-i-i > ol-kiku-e-i 

15)n>41/# 

16)u>cy/_# 

17) nt > d, /_#, 01-, Ii-, 0-, I-, En-, In-, Em-, Im-qt, ~ l J r xa ~ uf~
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 (18)、(19)、(20)、(21)、(22)の 例 は 、 「大 工 」、 「うそ つ き」、「男 」、

「敵 」の よ うに 「人 」の種 類 を表 現 す る名 詞 で あ り、「蟻 」、「ジ ャ ッカル 」、

「野 生 動 物 」、「牛 」の よ うに 「動 物 」、「昆 虫Jを 表 現 す る名 詞 で あ り、「歯 」、

「腕 」、「乳 房 」、 「膝 」の よ うに 「身 体 部 位 」の 名 称 で あ り、ま た 、r葦 」、 「牛

の くそ 」、 「炭 」、 「木 、薪 」 の よ うに 自然 界 に お い て 、 普 通 、集 団 でか た ま

つ て 存 在 す る モ ノ を表 現 す る名 詞 で あ る。 これ らは 、1.2で 議 論 した 「単

数(Singulative)」 形 を もつ 名 詞 の 意 味 的 特 徴 を備 え て い る。

 これ ら の例 に お い て 、単 数 を表 示 す る形 式 は 、複 数 を表 示 す る形 式 よ り

も形 態 論 的 に複 雑 に な つ て い る。(18)、(18')、(18")、(18'")と(19)

にお い て 、単 数 を表 示 す る形 式 は 、複 数 形 に接 尾 辞 ・1/・iが付 加 され て形 成

され て い る(語 幹 母 音 が[+ATR]で あ れ ば 、 語 幹 の 母 音 に 母 音 調 和 して 、

接 尾 辞 の 母 音 は 、[+ATR]母 音iに な る)。(18)、(18')、(18")、(18"')に

お い て 、単 数 を 表 示 す る接 尾 辞 ・1/・iのほ か に 、単 数 を 表 示 す る形 式 と複 数

を表 示 す る形 式 の 両 方 に 、接 尾 辞Ak/・okが 付 加 され て い る(語 幹 母 音 が

[+ATR】 で あ れ ば 、接 尾 辞 ・okが 接 辞 され 、語 幹 母 音 が[-ATR]母 音 で あれ ば 、

接 尾 辞 ・Akが 接 辞 され る。母 音 調 和 に お い て[-ATRI母 音Aが 母 音 調 和 を し

て[+ATR]に な る と き 、[+ATR]母 音oに な るの は 、 マ サ イ 語 で は 規則 的 で

あ る)。 こ の接 尾 辞 ―Ak/-okは 、語 幹 形成 の 接 尾 辞 で あ る。

 語幹 に語幹 形成 の接 尾辞Ak/・okが 接辞 され て 、例 えば、「木 を削 る」か

ら 「大 工 」がつ くられ るよ うに、動詞か ら行為 者名 詞 が派 生す るのは、マ

サイ語 にお い て生産 的 な名詞派 生 である。この語 幹 形成辞 を構成す る無 声

軟 口蓋 閉鎖 子音kは 、母音Aと1、oとiの 間 で歯茎 鼻 音nに 変 化す る(18)。

動詞 語 幹 か ら名詞 をつ くる派生 以外 にお いて も、母音 間で無 声軟 口蓋 閉鎖

音kが 歯茎 鼻音nに 変化 す る現象 を観察 で き る(zs)。 母 音 間で無 声軟 口

蓋 閉鎖 音kが 歯茎 鼻音nに 変わ る変化 は、この音 韻 環境 で、いつ も、生 じ

るわ けで はな い。 また、行為者 名詞 の派 生以外 の場合 に も、この音韻 変化

を観 察 す る こ とが でき る(例 えば、形容詞torrono(Sg.), torrok(p1.)`bad'、

k>n/o _o)o

 一 方 、無 声 軟 口蓋 閉 鎖 音kは 、母 音 問 で 脱 落 す る こ と もあ る(18")(18'")。

無 声 軟 口蓋 閉 鎖 音kが 母 音 問 で 脱 落 す る現 象 は 、 母 音 が 同 一 で あ る 場 合 、

比 較 的 、 規 則 的 に 生 じる音 韻 現 象 で あ る(例 え ば 、 動 詞IAk`七 〇untie',

A-tA-IA・A`I untied it.'k>φ/A _A)。 母 音 がAと1、 oとiの 場 合 、 分 節

的 な 音 韻 的 条 件 と して は 、無 声 軟 口蓋 閉 鎖 音kが 歯 茎 母ﾘllに 変 化 す る 条

件 と同 じで あ る に も か か わ らず 、(18")、(18"')に お い て 無 声軟 口蓋 閉 鎖

音kは 、脱 落 す る。無 声軟 口蓋 閉 鎖 音kが 鼻 音 化 す る か 、脱 落 す る か を 決
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定 す るのは、超 分籔 的 条件 であ ろ う。ここでは それ につ いて は議論 しな い。

 (19)、(20)に お い て 単 数 を表 示 す る形 式 は 、 そ れ ぞ れ 、 複 数 形 を 表 示

す る形 式 に 接 尾 辞1/一增A あ るい は 、 ・A/・oが 付 加 され て い る(母 音 調 和)。

接 尾 辞 ・1ノ・iが 付 加 され る 形 式 に は 、(18)に お け る よ うに 、 語 幹 形 成 辞

一Ak/-okを 伴 う も の が 存 在 す る が、接 尾 辞 ・Aノーoが 付 加 され る 形 式 は 、普 通 、

語 幹形 成 辞 ・Ak/・okを 伴 わ な い 。た だ し、 「手 、 腕 」 を 意 味 す る名 詞 は 、 語

幹 形 成 辞 ・Vkが 付 加 され て い る 可能 性 が あ る。

 他 の 東 ナ イ ル 諸 語 に お け る 「単 数 くSingulative)」 形 の 形 成 法 は、ほ ぼ 、

マ サ イ 語 の そ れ と 同様 に 考 え られ る。 した が っ て 、 これ ま で のpak RH8か ら、

東 ナ イ ル 祖 語 に は 「単 数(Singulative)J形 が 存 在 した と考 え られ る。 そ

の 形成 法 に は2つ の や り方 が あ つ た。1つ は 、接 尾 辞 ・1/・iを、複 数 を 表 示

す る形 式 に付 加 す るや り方 と、 も う1つ は、 接 尾 辞 一Aノ・0を 、 複 数 形 を表

示 す る形 式 に 付 加 す るや り方 で あ る。接 尾 辞 一1/・iが付 加 され る形 式 は 、語

幹 形成 辞 ・Ak/・okを 伴 う こ と が多 か っ た。 こ の 語 幹 形 成 辞 の機 能 や 意 味 は

明 らか で は な い。 さ ら に 、 どの よ うな名 詞 が 「単 数(Singulative)」 形 を

つ く る た め に 、 接 尾 辞 一1/・iを付 加 した の か 、 あ る い は 、i接尾 辞 ・A/・oを 付

加 した の か は 、 明 らか で は な い 。

(23) Proto-EN

(a)Stem・(Aldok)°1/i(kは 、 歯 茎 鼻 音 に変 化 した り、 脱 落 した りす る)

(b)Stem-A/o

(ど の 名 詞 が(a)の 形 成 法 を行 うの か 、 ど の 名 詞 が(b)の 形 成 法 を 行 うの か

明 らか で は な い)

(23)の 「単 数(Singula七ive)J形 をつ くる 形 成 法 で 十 分 説 明 で きな い 例

が 、 ま だ 、 存 在 す る。(22)の 例 は 、 補 充 法 に よ る 単 数 形 と複 数 形 の 区 別

で あ る と 、従 来 、扱 わ れ て きた も の で あ る。 これ ら に つ い て は 、 第3章 で

議論 す る 。

2.3.南 ナ イ ル 諸 語 、 ナ ン デ ィ語

 Creider&Creider(1989)は 、 ナ ン デ ィ語 に 単 数 を つ く る 接 尾 辞i:nと

「単 数(Singulative)」 形 を つ く る接 尾 辞(y)a:nが 存 在 す る と 指 摘 し て い

る 。接 尾 辞'1:nは 、動 詞 語 幹 に 接 辞 し、行 為 者 名 詞 を 派 生 す る(ka:・suri:n

`f◎llower'くki二 ・sup`to fallow')
。 ま た 、 接 尾 辞 ・i:nは 、 民 族 名 称 を 表 す 名

詞 に 用 い られ る(na:nti一�:n`Nandi man')。 「単 数(Singulative)」 接 尾 辞
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・(y)a:nも 接 尾 辞 ・i=nと 同 じ よ う に 用 い られ る こ と も あ る 。 た だ し 、i接尾 辞

・(y)a:nが 人 間 を 表 す 名 詞 に 用 い ら れ る と き 、 軽 蔑 的 な 意 味 を 伴 う

(ce:1n・na:n七i・ya`Nandi woman(pejorative),)。

(24)Na sg.

mur'ya:

pay-wa:

pe:y-ya:

pl.

mur `ra七,

pay  `finger'

pey  `water

(24') Na sg.

pe・ny

ka:1ya:ng'(LM)

ka:nyi:t(LM)

ke:t(L)

koro;r(MM)

ku:t(M)

kuut(HM)

pl.

pany`meat'

ka:lya:ng'(HF) `fly'18)

kalnyi:t(HF) `worm'

ke=七(H)`tree'

kor◎:r(MH) `hair on body'

kua(H)`ant-bear'

ku:七(L> `maggot'

(24")Na sg.

kwe:n・to

pe:r・to(ML)

po:1・ta(ML)

pl.

kwe:n `firewood,

pelr(H) `bank'

po:1(H)`cloud'

 接 尾 辞 ・(y)a:nが 接 辞 され る名 詞 には、人 間 を表す 名 詞以外 に も(24)

の例 が あ る(nは 、語 末 の位置 で脱落す る)。これ らは、「動物」、「身体名称 」、

「自然 界 で集 合 して存 在す る もの」 で あ り、 「単数(Singula七ive)」 形 を

もつ名詞 の意 味特徴 を備 えて い る。

(24')、(24")に おい て単数 を表示 す る形 式 と複数 を表 示す る形式 は、 た

んに声 調 のみ に よ り区別 され てい る(一七〇 と一taは 、 theﾘatic接 尾辞 で あ

り、数 を表示す る接尾 辞で はない)。 なん らか の分 節 的 要素 が単数 を表 示

す る形 式 か、複 数 を表示 す る形式 に付加 され てい た と考 え られ るが 、これ

につ いて は 明 らか では ない。

18)括 弧 のH、M、 L、 Fは 、それ ぞれ 、高声 調、中声調 、低 声 調 、下 降 声調 を表 記す る。
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(25)Na sg.

PO:k-i=n

ce-p-isas-i・n

ce・-poran-ya・

pl,

po:k `Bok'

cep・isa:S `fundamentalist'19)

ce:-poran-i:n `Borana w◎]man'

 接尾辞 一i:nは 、(25)に お ける 「ボ ラナ女性 」 の よ うに複 数 を表 示 す る

形 式に お い て も接辞 され る。接 尾辞i:nは 、複 数 をつ くる接 尾 辞 と同 じ形

を して お り、 した が って、接尾 辞・i:nをもつ単数 を表示 す る形 式 は 、複 数

形 の集 合 的 用 法で あ ろ う。

(26) Nﾘ sg.

tang(SS。 七e:―七a)

tye(ss. celP・ ㈲

ci�(ss. ci:・ta)

ki(y>(SS, ki・i七)

pl.

tic(sp.七u:-ka)`c・w'20)

もi:pin(sp. ti:X)・i;k) `girl'

pi:c(sp、 pi:k)`person'

七ukon(sp、 七uku:k) `thing'

 (26)は 、補 充法 に よ り単数 を表示 す る形式 と複 数 を表示 す る形 式 が 区

別 され る と考 え られ て いた もので あ る。これ らにつ いて は、第3章 で議 論

す る。

 南 ナ イ ル 諸 語 の 他 の 言 語 も 、 ほ ぼ 、 ナ ン デ ィ 語 と 同 様 の 「単 数

(Sinﾘula七ive)」 形 の 形 成 法 を も っ て い る 。 南 ナ イ ル 祖 語 の 「単 数

(Singulative)」 形 は 、接 尾 辞 ・(y)a=nが=複 数 を表 示 す る形 式 に付 加 され て

つ く ら れ る 。 接 尾 辞 ・i:nが 付 加 さ れ て つ く ら れ る 形 式 は 、 「単 数

(Singulative)」 形 で あ るか 、 あ るい は 、集 合 的 用 法 で 用 い られ る 複 数 形

で あ る か は 明 らか で は な い。

(27) Proto-SN

(a)Stem―(y)a:n

(b)Sもem・i:n(?)

19)ce二P"、 ce:・は 、「性 」 を表 示 す る接頭 辞 で あ る。

20)ss(secondary singular)形 は 、名 詞 が指 示 す る指 示 物 が特 定 で、単数 の もの で あ る場

合 に用 い られ 、指 示 物 が特 定 の複数 で あ る場合 、sp(secondary plural)が 用 い られ る。
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3.ナ イ ル 祖 語 に お け る 「単 数(Singulative)」 形

 前 章 で ナ イ ル 諸 語 は 、 「単 数(Singulative)」 形 を も つ て い る こ と を 証

明 した 。 ま た 、 西 ナ イ ル 祖 語 、 東 ナ イ ル 祖 語 、 南 ナ イ ル 祖 語 に お い て 「単

数(Singu工atiVe)」 形 が 存 在 し、そ れ ぞ れ に お け る 「単 数(Singulative)」

形 の形 成 法 を 再 構 成 す る こ と を試 み た((17)(23)(27))。 しか し、 そ こ

で の 議 論 で は ナ イ ル 祖 語 に 「単 数(Singula七ive)」 形 が 存 在 した こ と を 証

明 す る に は 十 分 で は な い。ま た 、そ こで の 議 論 か らナ イ ル 祖 語 に お け る 「単

数(Singulat�e)」 形 の形 成 法 を 再 構 成 す る こ と は で きな い 。 なぜ な ら 、

(17)、(23)、(27)で 再 構 成 し た 西 ナ イ ル 祖 語 、 東 ナ イ ル 祖 語 、 南 ナ イ

ル 祖 語 に お け る 「単 数(Singulative)」 形 の 形 成 法 か ら、 ナ イ ル 祖 語 のr単 数

(Sigulative)」 形 の 形 成 法 に遡 る こ とが容 易 で は な い か らで あ る。 ま た 、

これ ら の 再 構 成 した3つ の 形 成 法 を つ な ぐ対 応 を い ま だ 提…示 して い な い。

そ こ で 、従 来 、補 充 法 に よ り単 数 を表 示 す る形 式 と複 数 を 表 示 す る形 式 を

区 別 す る と考 え られ て きた 形 式 につ い て 考 察 す る こ とに よ つ て 、ナ イ ル 祖

語 の 「単 数(Singula七ive)」 形 の 再 構 成 が 可能 に な る こ と を 明 らか に す る 。

従 来 、補 充 法 に よ る単 数 と複 数 の 区 別 と考 え られ て き た も の が 、再 構 成 し

た 「単 数(Singulative)」 形 の形 成 法 を つ な い で くれ る の で あ る。

(28)`cow, ca七 七1e'

EN: sg./p1.

Kuk KI-tEng'/kl-sUk

Mo  tEng'/ sUk

Ba kl・七Eng'/ki-suk

Ne kl-tEng'

Paj kl-tEng'/kl-sUk

Te A-kl-tEng'/A-kl-tUk

Tu A・1― 七E /ng'A・A-tUk

Lk A-xl-tEng'/a-xi-sung'

Lp hl-tEng'/xU-sUng'

Lt  E-dhEng'/e-sung'

Sa ng'-kl-tEng'/ng'-ki-shu

Ca ng'-kl-tEng'/ng'-ki・cu

Ma eng'-kl-tEng'/ng'-ki・shu

SN:sg./pl,

PK號any/㌦Uc

Na tany/tuc

Ko tany/tlc

Ak tany/tU:ka

Baj danyi/dugwc

Ro rangi/ragwa

Bia denyi l ragwa

WN:Sg,/p1.

Nu yang'/ghok

Di weng'/ghOk

Sh dhyang'ノdhok

An dhlAng'Idhok

Pa dhuang'/dhok

Lu dhlAng'/dhok

Ac dyﾘng'/dyang'�

La dyAng'/dyang'gi

西 ナイル 諸 語 、東 ナイ ル諸語 、南 ナイル 諸語 に属す るす べ て の言語 にお
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いて、 単 数 を表示 す る形 式 は、語 幹末 の位置 に鼻 音 を もつて お り、 一 方、

複数 を表示 す る形式 は、若 干 の例外 を除けば、語 幹 末 の位 置 に鼻音 を もた

な い こ と に 注 目す る 。 こ の 事 実 は 、 西 ナ イ ル 諸 語 に お い て 「単 数

(Singula七ive)」 形 が 形成 され る とき、語幹末 の位 置 にお い て 閉鎖子 音 が

鼻音化 され る ことを思 い出 させ る。そ こで、西ナイル祖 語 が もつて い た 「単

数(Siiigulative)」 形 の形成 法 とよく似た形成 法が 、ナイ ル祖 語 にお い て

既 に存在 した と考 え る。す なわ ち、(28)に お ける単数 を表示 す る形 式 は 、

ナ イル 祖語 にお い て存 在 した 「単数(Singula七ive)」 形 を保 存 してい る と

考 え る。 ただ し、(28)に お ける複数形 は、ナイ ル祖 語 の複 数 形 の形成 法

に よ り形 成 され た形 式 を保存 して いる揚合 と、それ ぞれ の言 語 で発 達 させ

た複数 形 成 法 に よ り新 た につ くられた改新形 にな って い る場合 が あ る。そ

れ では 、 前章 で行 った 「単 数(Singulative)」 形 の形 成法 の議 論 に した が

つて、ナ イル祖 語 の 「単数 くS匤gulat咩e)」 形 の形成 を再構 成 してみ よ う。

Singulative:PN*(kwl)-r2Eg°Ak-1>(kwl)-x2Eg-An°1(a)〉

(kwl)-r2Eg-nl(b)〉(kwl)r2Eng'-n-1(c)〉(kwl)-r2Eng'-1(d)

〉(kwl)T2Eng'(e)

〈a>k>n/V―V。 接 尾辞 ・Ak・1を 再 構 成せ ず に、接尾辞 ・nlを 再 構 成 す るこ とも可能 で あ

る と考 え る。 た だ し、 東 ナ イル 諸語(マ サ イ語)の 「単数(Singelative)」 形 をつ く る

形 成 法 に むす びっ け るた め に、接 尾 辞 一Akを 再 構成 してお く。軟 口蓋 閉鎖 音 が母 音 間 で

歯 茎 鼻 音 に変 化 す る現 象 は 、マ サイ 語 の形態 音韻論 的変 化 の なか に見 られ る。 また 、語

幹 形成 辞一Akの 母 音 は、後 で 議論 す るVowel Breakingを 説 明 す る た めに 必要 とな る。

(b)V>φ ノ_n(?)。 鼻 音 の 同化規 則(c)を 導 くた めに 、無理 に想 定 した規 則 で ある。 こ

の規則 を想 定す るに はか な りの 無理 が あ る。Reh(1996)は 、 母 音 を残 した まま 、鼻 音 化

を想 定 してい る。

〈c)C>N/―n、 西ナ イル 諸 語 に存在 した語幹宋 の位 置で 子音 が鼻 音 化 す る規 則 で あ る。

この鼻 音化 を 引き起 こす の は、後続 す る接尾 辞の歯 茎鼻 音 で あ る。

(d)n>φ!N_、 歯 茎 鼻音nは 、先行 す る鼻 音の あ とで 脱 落す る。 この 規 則 は、 西 ナ イ

ル 諸語 の 「単数(Singulative)」 の 形 成 法 にみ られ る。Reh(1996)は 、N・dropを 考 えず 、

同 じ鼻 音 の連 続 と考 えて い る。

(e)語 末 の位 置で 母音1が 脱 落す る。 この母音 は、南 ナイル 諸 語 に も存 在 した。ダ トー ガ

語 では 、単 数 を表 示す る形 式 は、 この母 音1を 保存 してい る し、ま た 、南 ナ イル諸 語 で

単 数 を表 示 す る形式 が語 幹末 の位 置 で硬 口蓋 鼻音nyを も つて い る の は、 ナ イル祖 語 軟

口蓋鼻 音ng'が この母 音1の 前 で 口蓋化 をお こ して硬 口蓋 鼻音nyに な った た めで あ る と
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考 え る。

 東 ナ イ ル 諸 語 の 「単数(Singulative)」 形 は 、ナ イ ル 祖 語 にお い て 再 構

成 され た 「単 数(Singulative)」 形 、(kwl)-r2Eng'か ら直 接 、由来 して い る。

テ ソ語 、 トゥル カ ナ 語 、 サ ン プ ル 語 、 ジ ャ ム ス 語 、 マ サ イ 語 に お い て は 、

東 ナ イ ル 諸 語 で発 達 した 「性 」を表 示 す る接 頭 辞 が 語 頭 の 位 置 に 見 られ る。

 ナ イル 祖語 再構 成形 の語幹初 頭 の位 置 にみ られ る要 素 、(kwl・)は 、 どの

よ うな環 境 で現 われ るか、ま た、どんな機能 を もつてい るか 明 らか では な

い。ナ イル 祖語 再構 成 音*kwは 、唇軟 口蓋子 音 であ る。東 ナイル 諸語 では、

この再構 成 音 は、軟 口蓋音kで 現 われ(ロ コヤ方言 ではxで 、ロピ ッ ト方

言 で はhで 現 われ 、 ロ トゥホ語 では母音 間で脱 落 して い る)、 西ナイル 諸

語 で は 半母 音Wで 現わ れ る。西ナイル 諸語 にお い て張wlは 、 wI、 あるい

は、1で 現 われ る と考 え られ るが、 実際 は、語頭 の位 置 で脱 落 す る。

 ナ イル 祖語 再構 成音*r2は 、無声 は じき音 で あ る。 ナイル祖 語 再構 成 音

輿r2は
、東 ナイル 諸語 では無 声歯i茎閉鎖音 七で現 われ る(ロ トゥホ語 では

なぜ かdhで 現 われ てい る)。 ナイル祖 語再構 成音 ㌔2は 、南 方言 では無 声

歯茎 閉鎖 音 七で現 われ 、西 ナイル諸語 では 、たいて い は、無 声歯 閉鎖音 七h

(母 音 問で は有声 歯 閉鎖音dh)で 現われ る。

 南 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 再 構 成 形 の 語

末 の 母 音 が 脱 落 す る以 前 の形 式 、(kwl)―r2Eng'-1か ら 由 来 す る。なぜ な ら、

母 音1の 前 で 、 軟 口蓋 鼻 音ng'は 口蓋 化 され た。

 ナイ ル 祖語 で再構 成 され た語頭 の位 置 の要素 、(kwl)― が南 ナイル 諸語 に

存 在 したか ど うかは 、対応 例か らは、全 く確認 す る こ とが で きな い。

 ナイ ル 祖語 再構成 音Artは 、南ナイル 諸語 で は無 声歯 茎 閉鎖音 七で現 わ

れ る。 ダ トーガ語(バ ジュー タ方言 、ビア ンジー タ方言)は 、語頭 の位 置

に有声 歯 茎 閉鎖 音dが 表記 され て い るが、ダ トーガ語 の閉鎖 音 に は有 声 と

無 声 の音 韻 的対立 は存在 しない ので、有声 歯茎 閉鎖音dで は な く、無 声歯

茎 閉鎖 音tで 表 記 すべ きで ある(ロ ッテ ィゲ ンガ方 言 はrで 対 応 してい る)。

ナイル 祖 語 で再構成 され た語 幹母音Eは 、南ナ イル諸 語 でvowel breaking

とVowel sandhiを へ て、低 母音aに 変化 した。 ビア ンジー タ方言 の語 幹

母 音eは 、vowel breakingとvowel sandhiを へて 生 じた低 母音aが 後 続

す る母 音iに よつて変化 した ものであ ろ う。

Vowel Breaking

k(kwl)-r2Eg-Ak-1>(kwl)・r21Ag-Ak-1 (f)

(f)母 音Eは 、後 続 す る母 音Aの 前 でIAに 変 化 した。 このvowel breakingは 、 現 在 、
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話 され て い る マサ イ語 の音 韻規 則 の なか に も見 出 され る(a-te-dia-a`l cursed'<A-dEk

`to 
curse'kは 母 音 間 で脱 落)。

Vowel Sandhi

*{kwl)-r21Ag-Ak-1>(kwl)-r2Ag-Ak-1(g)

(g)母 音 連 続IAは 、 前 半 分 の 要素 が脱 落 して、母 音Aに 単純 化 した。

 このvowel breakingは 、ナ イ ル 祖 語 で 再 構 成 した 「単 数(Singulative)」

形 を構 成 す る接 尾 辞 ・Akの 母 音Aが 引 き起 こす 原 因 とな っ て い るの で 、接

尾 辞Akの 母 音Aが 脱 落 す る 以 前 に生 じた と考 え な け れ ば な らな い。

 西 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 で 再 構 成 さ れ

た 「単 数(Singelative)」 形 、 需(kwl)°r2Eng'か ら由 来 した。

 ナイル 祖語 で 再構成 された語頭 の要素、(kwl)が 西 ナイル 祖語 にお い て

存在 した ことは、ナ イル祖 語再構成 音密r2に 西ナ イル 諸語 が有 声歯 閉鎖 音

dhで 対 応 す る こ とか ら確認 す る ことがで きる。ナイル祖 語 再構成音 需r2は 、

西ナ イル 諸語 で母 音 間 にお いて有声歯 閉鎖 音dh(ヌ エル 語 とデ ィンカ語

を除 く)、 あるい は、ゼ ロ子音 か、半母音(ヌ エル語 とデ ィンカ語)、 ま た

は、 口蓋 垂音gh(ヌ エ ル語 とデ ィンカ語)で 現 われ る。

 西 ナ イ ル 諸 語 に お い て もvowel breakingが 生 じた。 ほ ぼ 、 す べ て の 言

語 がvowel breakingに よ る2重 母 音 を保 持 して い る。 デ ィ ンカ 語 の 語 幹

母 音eは 、存 在 した と考 え られ る後 続 の 母 音iの 影 響 に よ る と考 え られ る 。

 ナ イ ル 祖 語 の 「単 数(Singulative)」 形 を つ く る接 尾 辞 を嘱Ak・1と 再 構

成 した 。 母 音Aを 再 構 成 す る こ とでvowel breakingと そ れ に 続 い て 生 じ

たvowel sandhiを 説 明 す る こ とが で き、 語 幹 母 音 の 推 移 を説 明 す る こ と

が 可 能 に な る。 ま た 、母 音1を 再 構 成 す る こ と で 南 ナ イ ル 諸 語 にお け る 軟

口蓋 鼻 音ng'の 口蓋 化 を 説 明 す る こ とが で き る。

 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数 形(Singulative)」 形 を説 明 した 。そ れ で は 、複 数 形 の

再 構 成 は 可 能 で あ ろ うか 。 複 数 形 の説 明 は、 一 様 で は な い 。 複 数 形 は 、3

つ の 形 成 法 が 存 在 し た と考 え られ る。1つ は 、 「単 数(Sin.gula七ive)」 形

が 派 生 さ れ る も と と な つ た 、 基 準 形 で あ る 。 基 準 形 が そ の ま ま 「一 般 数

(General Number)」 と複 数 を 表示 す る た め に 用 い られ た 。2番 目は 、

基 準 形 に 「単 数(Singulative)」 形 を 形 成 す る と き に 付 加 され た 語 幹 形 成

辞 ―Ak/・okが 接 辞 され た形 式 で あ る(現 在 、 話 され て い るマ サ イ 語 は 、 こ

の タ イ プ の複 数 形 を 今 で も用 い る)。 「単 数(Singulative)」 形 を形 成 す る

接 尾 辞 一1/・iや一A/―oは 、 当 然 、接 辞 され な い 。3番 目は 、 基 準 形 か ら複 数

形 の 形 成 法 に した が っ て 、つ く られ た 複 数 形 で あ る。 た だ し、母 音 の 範 躊
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は、[-ATR]か ら[+ATR]に 交替 した と考 え られ る。ナ イル祖 語 の時代 には、

数 の 区別 には母 音 の範 躊 の交替 が重 要 な役割 を果 た して いた と考 え られ

る。

Plural(1):PN k(kw�)・r2eg>(kwi)-r2eh>(kwi)・r2eu(h)〉(kwi)・r2u(9)

Plural(2)l PN 雲(kwi)-r2eg・ok> (kwi)・r2eh-ok > (kwi)-r2eu-ok >

(kwi)-r2u-k

Plura1(3)l PN k(kwi)-r2eg-ni>(kwi)-r2eng"ni

Or PN*(kwi)・r2eg―ni>(kwi)・r2eg-ng'i(h)〉(kwi)・r2eu・llg'1>

(kwi)-r2u-ng'i(g)〉(kwi)-r2u-ng'

(h)ナ イ ル 祖 語 有 声 閉 鎖 音 は 、 歴 史 的 に 弱 化 し て 声 門 摩 擦 音 を へ て 先 行 す る 母 音 と2重

母 音 を つ く つ た 。

(9)vowel sandh墲ｩ 。 e+u>u

 東 ナ イ ル 諸 語 に お い て 、サ ン プ ル 語 とマ サ イ 語 と ジ ャ ム ス語(こ れ らの

言 語 は 系 統 的 に 近 い と考 え られ る)は 、Plural(1)に よ る複 数 形 を も つて い

る。Plural(1)は 、 「単 数(Singula七ive)」 形 が 派 生 す る も と に な った 基 準

形 が 複 数 形 と し て 用 い られ て い る。 ナ イ ル 祖 語 再 構 成 音 歯r2は 、母 音U/u

の 前 で 、shやcやsで あ らわれ て い る。 ロ ト ゥホ 語(ロ コ ヤ 方 言 、 ロ ピ

ッ ト方 言 を 含 む)は 、Plural(3)に よ る複 数 形 を も っ て い る。 Plural(3)は 、

基 準 形 か ら複 数 形 成 規 則 に した が つ て 、派 生 され た 複 数 形 で あ る。上記 以

外 の 東 ナ イ ル 諸 語 は 、Plural(2)の 形 成 法 に よ る複 数 形 を もつ 。 Plural(2)

は 、 基 準 形 に 語 幹 形 成 辞 が接 辞 され た形 式 に 由来 す る 。

 南ナ イル 諸語 の複 数形 は,Pluraユ(2)の 形 成 法 に よつてつ く られ た複数 形

に基 づ いて い る と考 え られ る。 た だ し、ナ ンデ ィ語 とコニ ィ語 にお いて、

複 数形 が語幹 末 の位 置 に硬 口蓋閉鎖音cを もつ こ とか ら、これ らの言語 に

お いて新 た な複 数形成 の改新 があ った と考 え られ る。

 ダ トー ガ語 は、バ ジ ュー タ方 言が もと もとの語 幹 母音 を保 持 してい るが、

ロ ッテ ィゲ ンガ方言 とビアンジー タ方言 は、語幹 母 音 の変 化 、uか らaへ

の変化 が 生 じて いる。後続 す る母音 に同化 した もの と考 え られ るが、詳 細

は明 らか で はない。

 西ナ イル 諸語 の複数 形 は,Plural(2)に よ つてつ くられ た複 数形 に基 づ い

て い る と考 え られ る。ただ し、西ナ イル諸語 で は複 数 形 の形成法 が新 し く

発 達 した。それ に よる と、単数語幹 が有声 閉鎖音 で終 わ つて いれ ば、単数

語 幹 の語 幹 末 の位 置 に あ る有声 閉鎖音 を無声 化 す る こ とで複 数語幹 は つ
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く られ る。(28)の 西 ナ イル諸語 の複 数形 は、 この 西ナイル 諸 語 で発 達 し

た複 数形 成 法 に よ り形 成 され て いる可能性 が あ る。 しか し、(28)に お い

て、 西 ナ イル 諸 語 は、 「単数(Singulative)」 形 を もち、そ して、 「単 数

(Singula七ive)」 形 は、語 幹末 の位 置 に鼻音 をもつて いる こ とか ら、西 ナ

イル 諸語 の複数 形 は、語 幹末 の位 置 にあ る有声 閉鎖音 を無 声化 す る とい う

新 しく発 達 した複数 形成 規則 に よってつ くられ た もので はない と、こ こで

は考 え てお く。なぜ な ら、薪 しく発 達 した複 数形成 規則 を適 用す る ときに

は、既 に 「単数(Singulative)」 語 幹 は末尾 の位 置 に鼻 音 を もって いた で

あろ う。

Plura! WN (kwi)-r2eg-ok> (kwi)-r2eh°ok (h)〉 (kwi)°r2erok >

(kwi)-r2-ok(g)

(h)普 通 、 西 ナイ ル 諸語 で は、 ナ イル祖 語 有声 閉鎖 音 は 、弱 化 しない。 しか し、 こ こで

は弱 化 を想 定 しな けれ ば、 語 幹母 音 を説 明す るこ とがで き ない。

(g)vowel sandh�,�+o>o

 アチ ョ リ語 とラン ゴ語 は、複 数形 の語幹 末 の位 置 に も鼻音 を もつ。これ

は 、西 ナイル 諸語 が新 た に発 達 させ た改新 規則 に従 つて、単数 を表 示す る

語 幹 か ら規則的 に形成 された複数 形 であ る。

(29) `aniﾘal'

EN: 6g./pl.         SN=8g./pl.

Km e一七hang'         PK究tyalny

Te E・ 七yang'         Na tya:n七a

Tu E・七IAng'―1七         Po tya:ny

Do  七iang'          Ba diyeyda

Lk  Icang'            ﾟia riyayda

Lp   cyang'

工置七  a・cyang'

Ma Ol-cAng'-ltO/Il-cAng'-lt

Ca I°cAng'-UtO/1-cAng'-lt

Oエt  shang'-it'・o/spang'―itin

Ba kl-jAk-UtAt/kl-jAk・wA

WN=sg./pl,

Nu lei, leagh i leini

D侊eei/Iaa�

Sh lay/lai

An laay/laai

Pa lay/layi

Lu le(sg.?)

Ac lee(L)/lee(HL)

La le(L)/le(F)

単数 を表示す る形 式 は、バ リ語 を除 く東 ナ イル諸語 とダ トー ガ語(バ ジ
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ユー タ方言 、ビア ンジー タ方言)を 除 く南ナイ ル諸 語 にお いて 、語 幹末 の

位 置 に 鼻音 を もって いる。 しか し、西 ナイル 諸語 は、単数 を表示 す る形 式

の語 幹 末 の位置 にお いて子音 が鼻音 では ない。この事実 は 、東 ナイル諸 語

と南 ナ イル 諸語 は 、単 数 を表示 す るた め に 「単 数(Singulative)」 形 を用

い たが 、 西ナイル 諸 語は、単数 を表示 す るため に 「単数(Singulative)」

形 を用 いなか つた こ とを示 してい る。同 じ「野生動 物」を意 味す る名 詞 に 、

ナ イル 諸 語す べ てが 単数 を表示 す るた めに 「単数(Singulative)」 形 を用

いた わ けで はな い こ とが わか る。 「単数(Singulative)」 形 の語 幹 末 の位

置 の鼻音 は、東 ナ イル諸語 が軟 口蓋 鼻音ng'を 、 南ナ イル諸 語 が硬 口蓋鼻

音nyを もつ こ とか ら、(28)と 同様 に、有 声軟 口蓋 閉鎖音gを 、 「単 数

くSingula七ive)」 形が形成 され るも とにな る標 準形 の語幹 末 の位 置 に、再

構 成す る こ とが で き る。

Singula七ive: PN  皆(kwI)・12Eg―Ak・1 > (kwl)・121Ag・Ak―1 (f) 〉

(kwl)-121Ag・An-1 (a)〉 (kwl)-121Ag-nl (b)〉 (kwl)-121Ang'-nl (c)〉

(kwl)・121Ang'・1(d)〉(kwl)-121Ang'(e)

 ナイル 語再 構成 音*12は 、無声側面 音で あ る。バ リ語 で は、 なぜ かナ イ

ル祖語 舜12に 有声硬 口蓋閉鎖音jが 対応 してい る。 バ リ語 以外 の東 ナイル

諸語 で は、ナ イル祖 語*12に 無声 歯茎 閉鎖 音t、 あ るいは 、無 声ﾘ閉 鎖音

th、 あ るい は、無声硬 口蓋 閉鎖音cが 対応 して い る。硬 口蓋音 が現 われ る

のは、vowel breakingに よって生 じた高母音 が、先行 す る子 音 を 口蓋化

した た めで あ る。 逆 に、対応 表 にお け る無 声硬 口蓋 閉鎖音cの 存在 は、

vowel breakingが 生 じたこ とを証 明す る。また、(29)の 対応 表 か ら、vowel

sandhiは 、想 定す る必要はな い と考 え られ る。 口蓋 化 され た子音 が先 行

す るた め 、vowel sandhiは 、生 じなか った と考 え られ る。 ナイル祖 語 再

構成 音*12に 、 南ナイル 諸語 は、無声歯茎 閉鎖音tで 対応 す る(ビ ア ンジ

ー タ方言 は
、は じき音rで 対応 す る〉。西ナ イル諸語 で は、 母音 間でナ イ

ル祖語 再 構成 音*12に 側 面音1が 対応す る。

 東 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 に 再 構 成 され

た 「単 数(Singulative)」 形 、(kwl)・121Ang'か ら直 接 、由来 す る。た だ し、

語 頭 の 位 置 の 要 素 、(kwl)一 は 、 バ リ語 だ け が も っ て お り、 そ の た め に ナ イ

ル 祖 語 再 構 成痊l 2は 、バ リ語 に お い て 有 声 硬 口蓋 閉 鎖 音 で 現 わ れ て い る。

マ サ イ 語 、ジ ャ ム ス 語 、オ ン ガ モ 語 に お い て 「単数(S匤gulative)」 形 は 、

ナ イ ル 祖 語 に遡 る 「単 数(Singulative)」 形 に 、 さ らに接 尾 辞 ・ltO/・itoが
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付 加 さ れ て 、 形 成 さ れ て い る 。 っ ま り 、 ナ イ ル 祖 語 に 遡 る 「単 数

(Singula七ive)」 形 が 標 準 形 と して 再 解 釈 され た 。再 解 釈 が あ っ た こ と は 、

マ サ イ 語 、ジ ャ ム ス 語 、オ ン ガ モ 語 で複 数 形 が 新 た に発 達 した 複 数 形 成 法

に した が っ て 、 ナ イ ル 祖 語 「単 数(Singulative)」 形 か らつ く られ て い る

こ とか ら も分 か る 。 ま た 、 バ リ語 は 、 「単 数(Singulative)」 形 を も つ て

い な い 。

 東 ナ イ ル 諸 語(マ サ イ 語 、 ジ ャ ム ス 語 、 オ ンガ モ 語)の 複 数 形 は 、新 し

い 改 新 を 示 して い る。マ サ イ 語 、ジ ャ ム ス 語 、オ ン ガ モ 語 の 話 し手 は 、「単

数(Singulative)」 形 の 形 成 法 で っ く られ た形 式 を標 準 形 と再 解 釈 し、 そ

れ を 語 幹 と考 え 、 新 た に 語 幹 形 成 辞 、 ・ltノ"ltを付 加 した 。

Plural Ma, Ca, On*(kwl)°121Ang'-lt>-cAng'°lt

 南 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singula七ive)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 に 再 構 成 され

た 「単 数(Singulat咩e>」 形 、(kwl)-121Ang'・1に 由 来 す る。 軟 口蓋 鼻 音

ng'は 、 高 母 音1の 前 で 口蓋 化 して 、 nyに 変化 した 。 ナ ン デ ィ語 の硬 口蓋

鼻 音nyは 、 後 続 す る 歯 茎 閉鎖 音 に 同化 して 、 歯 茎 鼻 音11に 変 化 す る(-ta

は 、七hematit接 尾 辞 〉。ダ トー ガ 語 にお い て も、単 数 を 表 示 す る た め に 「単

数(Singulativ�)」 形 を用 い た と考 え る。硬 口蓋 鼻 音 が 歯 茎 閉 鎖 音 の前 で

弱 化 して 、Yに 変 化 した と暫 定 的 に 考 えて お く。 そ の 根 拠 は 、 語 幹 母 音 が

他 の 南 ナ イ ル 諸 語 と 「司様 にvowel breakingを 行 つ て い る こ とで あ る 。

Vowe1ﾘreakingを 引 き 起 こ し た 母 音 が 存 在 す る た め に は 、 「単 数

(Singula七ive)」 形 をつ く る接 尾 辞 が接 辞 され た と考 え る必 要 が あ る。

Singulative二SN*(kwl)・121Ang'・1>tyalny(Po)

〉*tya:ny-ta>七ya:n七a(Na)

〉 需riyany・ta>riyayta(Bia)?(閉 鎖 音 に 有 声 と 無 声 の 音 韻 的 対 立 は な い)

 西 ナ イル諸語 は 、単数 を表示 す るた めに 「単 数(Singulative)」 形 を用

い ない。西 ナイル諸 語 の 単数 を表 示す る形式 を説 明す るには 、2つ の可能

性 が あ る。1つ は 、単 数 を表示す るのに単数形 を用 い る。 も う1つ は、単

数 を表 示 す るため に集 合 的用 法 の複数形 を用 い る。これ らの 説 明の どち ら

が妥 当 で あ るか を決 定す るのは 困難 である。また 、どの西 ナ イル諸 語が 前

者 か後者 の どち らを用 いて い るか決定 できな い。確 かな こ とは、鼻音化 を

と もな う 「単数(Singulative)」 形を用い ない こ とで あ る。 しか し、単数
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を表 示す る形式 を暫定 的に複数形 の集合 用法 か ら由来す る と想 定すれ ば 、

ヌエル 語 とデ ィンカ語 の形式 は説 明で きる。

Singular VVN X(kwl)-12Eg-1>*IEE-1

 西ナ イル 諸語 の複 数形 は、上で説 明 した形式 と全 く同 じ形 を して いるか

(ルオ 語 、 ラ ンゴ語)、 あ るい は、上で説 明 した形 式 に さらに接尾 辞 を付

加 した 形式 を して い るか(ヌ エル 語、 シル ク語 、パ リ語 、ア ニ ュワ語)、

どち らかで あ る。 とは いえ、 これ らの複数 形 を説 明す るの は 困難で あ る。

(30) `person'

EN:  sg/p1.

Km i-tung'anan/ngi-tung'a

Te E一七UAn/1・tUng'a

Tu I-tUAAn/ngl-tUng'A

Do tUng'AAnI

On O・tUng'AnI

Sa I-tUng'AnI

Ca 1-tUng'Anl/1-tUng'AnA

SN:sg./pl.

PK*C1:

Na ci:/pi:k

Ba sida

Ma 1-tUng'Anl/Il-tUng'AnA(k)

Ba ng'UtU'

WN:sg./P1.

Nu Taan/ran

Di raap/kOc

Sh dhano/ji

An dhﾘnO/jEy

Pa dhanho/jou

Lu dhAnO/j�

Ac dano/joo

La dano/jO

 (30)の 対応 表 にお いて東 ナイル諸 語 と西ナイ ル諸 語 の単数 を表示 す る

形式 は 、語幹 末 の位 置 に鼻音 をもつてい る(バ リ語 で は、音 転換 が行 われ

た?)。 東 ナ イル 諸 語 と西 ナ イル 諸 語 は、 単数 を表 示す るた めに 「単 数

(Singulative)」 形 を用 い、南ナイル諸 語 は、 「単数(Singulative)」 形 を

用 いな い と考 え る。

 東 ナイル 諸語 の単数 を表示す る形式 は、ナ イル祖 語 に再構 成 され た 「単

数(Singulative)」 形 か ら直接、 由来す る。東ナ イル 諸語無 声 歯茎 閉鎖音

tに 西ナ イル 諸語有 声歯閉鎖音dhが 対応 して い る こ とか ら(ヌエル 語 とデ

ィンカ語 ではrが 対 応 して い る)、語 幹初頭 の位 置 にナイル 祖語 再構 成音
魯r2を 再構 成す る

。 また、西 ナイル諸語 が有声歯 閉鎖 音 で対応す るこ とか

ら、語 頭 の要素 、(kwV)・ を想定 しな くて はな らない(た だ し、母音 の質 は

不 明)。 語 幹末 の位置 の子音 は、東ナイル諸語 が軟 口蓋鼻 音ng'を もつ こ と

を考慮 して、有 声軟 口蓋閉鎖音gを 再構成す る。た だ し、西 ナ イル諸 語 が
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語 末 の 位 置 に軟 口 蓋 鼻 音ng'で は な く、 歯 茎 鼻 音nを もつ こ とは 、 語 幹 末

の 位 置 で の 子 音 の 鼻 音 化 に つ い て の議 論 か らす る と、不 規 則 な 対 応 で あ る。

語 幹 母 音 は 、 後 舌 高 母 音 柑 を再 構 成 した。 テ ソ語 と トゥル カ ナ 語 に お い

て 単 数 を表 示 す る形 式 に 母 音 連 続 、UAが 存 在 す る が 、 UAに 後 続 す る 鼻

音 が 軟 口蓋 鼻�g'で は な く、 歯 茎 鼻音nで あ る こ とか ら、 テ ソ語 と ト ゥ

ル カ ナ 語 の 単 数 を 表 示 す る形 式 は 、xtUng'Anと 再 構 成 す る。 母 音 間 で 軟

口蓋 鼻 音 が脱 落 した 結 果 、tUAnと な り、母 音 連 続 、 UAが 生 じた の で あ

る 。 した が つ て 、 母 音 連 続UAは 、 母 音0がvowel breakingに よ つ て 、

UAに な つ た も の で は な い 。 つ ま り、(30)に お い て は 、(28)と(29>で

議 論 したvowel breakingは 生 じな か っ た。 ま た 、 r単 数(Singulative)」

形 をつ く る接 尾 辞 は 、(28)と(29)で は ・Ak・1と 考 え た が 、(30)で は 西

ナ イ ル 諸 語 の対 応 例 を 考 慮 して 、-Ak-Oと 想 定 す る。「単 数(Singulative)1

形 を形 成 す る接 尾 辞 に ・1/・iと一〇i-oの2つ を想 定 す る こ とに な る。

S�gulat�e: PN 需(kwV)・r2Ug・Ak・0 > (kwV)-r2Ug・An・0 (a) 〉

(kwV)・r2Ug・nO (b)〉 (kwV)―r2Ung'・nO (c)〉 (kwV)-r2Ung'・0 (の 〉

(kwV)-r2Ung'(e)

 東 ナ イ ル 諸 語 の 話 し 手 は 、 ナ イ ル 祖 語 で 再 構 成 さ れ た 「単 数

(Singulat�e)」 形 を基 準 形 と して 再 解 釈 した 。 この 基 準 形 に 東 ナ イル 諸

語 で 新 た に発 達 した 語 幹 形 成 辞 、-Akと 「単 数(Eingula七ive)」 接 尾 辞1

(・An-1く 一Ak-1)を 付 加 す る こ とで 単数 を表 示 す る形 式 を つ く っ た。複 数

を 表 示 す る形 式 は 、 この 基 準 形 に・Akが 付 加 され る こ とで つ く られ る くk

は語 末 の位 置 で 、 と き ど き 、脱 落 した)。

Singula七ivel EN(kwV)-r2Ung'-Ak-I

PIural二EN(kwV)・r2Ung'・A(k)

 西ナイ ル諸語 の 単数 を表示す る形式は、東 ナイ ル諸 語 の よ うには簡 単 に

説 明す る こ とはで きない。語幹母音Aを 説 明す るた め に、これ らの形 式 が、

ナ イル 祖 語再 構成 形 、(kwV)・r2Ug-An・Oか ら由 来す る と考 え る。有 声軟

口蓋閉鎖 音gは 、声 門摩 擦音hに 弱化 して 、 さらに、脱 落 した と考 え る。

有 声軟 口蓋 閉鎖 音 の脱 落 に よ り生 じた母音連 続 は 、vowel sandhiを お こ

した。

西ナ イル諸語 の複 数 形 を説 明す るのは さらに困難 で あ る。西ナ イル 諸語

一215一



の複数 形 は 、ナイル 祖語 に再構成 した語幹 、T(kwV)-r2Ugか ら複数 形成 規

則 に した が つて、つ くられ た と考 える。 た だ し、複 数 形 をつ くる接尾 辞'1

を伴 うもの と、接 尾辞 を伴 わない ものが あつ た よ うで あ る。有 声軟 口蓋 閉

鎖音gは 、弱化 して脱 落 した。有 声硬 口蓋 閉鎖 音jは 、ナイ ル祖語 再構 成

�*r2の 母 音 間 での反 映で あろ う。

Singulative: WN 舜(kwV)―r2Ug・Anつ

(kwV)・r2ひAn・0>(kwV)・r2・A―n・0(9)

〉  (kwV)-r2Uh・An-O  >

Plural:WN敦(kwV)・r2Ug/氏(kwV)・r2ug-i>jO/ji

 南 ナイ ル諸語 の単数 を表 示す る形式 は、ナイ ル祖 語 に遡 る形式 で ある か

ど うか明 らか では ない。 もちろん これ らの形 式 は、 「単数(Singula七ive)」

形 に由来 しないか ら、これ をナイル祖 語 に遡 る とす れ ば、西ナイル 諸語 の

複 数形 と比 較す るのが よい であ ろ う。西 ナイル 諸語 の複ﾘ形 、jiの 形式 に

つ い て、上 で説 明 を試 みた。この説 明を使 って南 ナ イル 諸語 の単数 を表 示

す る形 式 を考察す る。

Singular:SN霊(kwV)-r2ug・i>ci:

南ナ イル 諸語 にお い て、ナイ ル祖 語で再構 成 され た有 声閉鎖音 は 、常 に

弱化す る。 ナイル祖 語 再構成 音密r2に 南ナイル 諸語 は、無 声硬 口蓋 閉鎖 音

cが 対応 す る(ダ トー ガ語 は、摩擦�が 対応 して いる)。 ナイル祖 語 再構

成 音糧2の 出現 に(28)と(30)で 違 いが あ るのは、環境 の違 いに よ る と

考 え られ る。

 南 ナイ ル諸語 にお け る単数 を表示す る形式 は、上 の説 明 か ら形態論 的 に

は複数 形 で あ る。 なぜ な ら、複数 をっ くる接尾 辞iが 接辞 され ている。 し

た がつて 、単数 を表 示す るた めに、南ナイル 諸語 は、複数 形 の集 合的用 法

を用 いて い る と考 え られ る。

 ナ ンデ ィ語 の複数 を表示 す る形式は、単数 形 と全 く異 な る語幹 か らな り、

そ の起 源 は 明 らか で はない。

(31) `breast'

EN:sg,/pl.

Km kiDina

SN:sg./pl.

PK*kltln

WN:sg/pl.

Nu thin, thien/thiin,
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Te E-klslna

Tu e-slklna

Kak klnat.a

Kuk klnE七

Mo kInE匀

Ba klna七

Na kinat

Ne klnE七

Lk o・ghine

Lp  hl.nal/hI

Lt Ena/a-xI

On O-kl.na/O-klI

Sa 1-kl.na J I-kI

Ca 1-kLna/1-kI

Ma Ol・kl.na/II-kI

Na kl:nE:t/k匤ai:k

Po kl七ln

Gis giding'ga

Bi giring'ga

       thinn�

Di thiin/thin

Sh thinno/thinn

An七hunho/thunh

正.O thuno

 東 ナイル 諸語 、南 ナイル 諸語 、西 ナイル諸 語 にお いて、単数 を表示す る

形 式は、すべ て、語 幹 末 の位 置 に鼻音 を もつてい る。 ダ トー ガ語(ギ サ ミ

ジ ェンガ方言 、 ビア ンジー タ方言)は 、軟 口蓋鼻音ng'を もつて い るが 、

それ は歯茎 鼻音nが 後続 す る軟 口蓋閉鎖音 に同化 した結果 と考 え られ る。

西 ナイル諸 語 の なか で、 アニ ュワ語 は、語 幹末 の位 置 に歯 鼻音nhを も つ

てい るが 、 これ は 、 先行す る子音、無 声歯閉鎖音thに 同化 した結果 で あ

り、語 幹 末 の位 置 の 鼻音 は、本来 、歯茎鼻音nで あつた。 した が つて、す

べ ての形式 は、歯 茎 鼻音nを 語幹末 の位置 に もって いた こ とに な る。東 ナ

イル諸 語 の なかで 、カ リモ ジ ョン語 とテ ソ語 、 トゥル カ ナ語(音 転換 を し

て い る)は 、それ ぞれ 、2音 節 か らな る語幹 、kiDin-、 klsln・を もつて い

る(Dは 、歯 茎 内破 音〉。これ ら3言 語 以外 の東 ナイル 諸語 は、たい てい 、

1音 節 か らな る語 幹 を もつてい る(た とえば、マ サイ語 、ジャム ス語、 サ

ンプル 語 は、kl.n° を もってい る)Oま た、 この1音 節 か らな る語幹 は、長

い母音 を もって い る。 この事実 は、語幹 内部 におい てな にか分節 素 が脱 落

した結 果 、語 幹 が長 い母音 を もつ ことになつた こ とを示 して い る。 この こ

とを考 慮 すれ ば 、東 ナ イル諸 語 の語幹 は、本 来、2音 節か らな つてお り、

それ は、*kltlnの よ うな音 の連続か らなってい た と考 え られ る。

 東 ナイ ル諸語 七、南 ナイル諸 語t、 西ナイル 諸語thの 対応 には、ナイ ル

祖語 再構 成音㌔2を 再構 成す る。西ナ イル 諸語 は、ナイル祖語 再構成 音士r2
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に語頭 の位 置 にお いて は無 声歯 閉鎖音 七hで 対応 す るか らで あ る(ア チ ョ

リ語 は、歯 閉鎖 音 系列 を もた ない)。 した が って、東 ナ イル 諸語 と南ナ イ

ル 諸語 は 、語 頭 の要素 、(kwD・ をもってい るが、西 ナ イル 諸語 は、語頭 の

要 素、(kwl)・ をもつ て いなか つた と考 え る必 要 が あ る21)。 ともあれ 、 ナ

イ ル 諸 語 に 属 す る 言 語 は 、 す べ て 、 単 数 を 表 示 す る た め 、 「単 数

(Singulative)」 形 を用 いてい た。

Singola七ivel PN  密(kwl)・r21d・Ak・0  > (kwl)・r21d・An・0  (a) 〉

(kwI)・r21d・n・0(b)〉(k、vl)・r21n・n・0(c)〉(kwl)-r21nつ(d)〉(kwl)・r21n(e)

 東 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 で 再 構 成 され

た 形 式 、需(kwl)-x21nか ら直 接 、導 くこ とが で き る。 こ の語 幹 は 、テ ソ語 、

ト ゥル カ ナ 語 、 カ リモ ジ ョン語 以 外 の 言 語 にお い て 、r2が 脱 落 した た め 、

*kwllnと な つ た
。 東 ナ イ ル 諸 語 の複 数 形 は 、 「単 数(Singola七ive)J形 の

も と に な つ た ナ イ ル 祖 語 に 再 構 成 され た 基 準 形 、(kwT)-r21dか ら、恐 ら く、

由 来 す る と考 え られ る。東 ナ イル 諸 語 にお い て ナ イ ル 祖 語 に 再 構 成 され た

有 声 閉鎖 音 は 、普 通 、弱 化 して 、声 門ﾘ擦 音hを へ て 、母 音 の 要 素 に な る 。

Plural EN*kwT-r21d>kwl-r21h>kwl-lh>kwl・1(On, Sa, Ma, Ca)

 南 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 で 再構 成 され

た 「単 数(Singulative)」 形 、*kwl-r21nに 直 接 、 由 来 す る 。 ナ ン デ ィ語

に お い て は 、東 ナ イ ル 諸 語 と同様 に、分 節 素 の 脱 落 に よ り語 幹 母 音 が長 母

音 を も っ て い る。

 ナ ンデ ィ語 の複数 形 は、 この 「単数(Singula七ive)」 形 に 由来す る語 幹

を標 準形 と再解 釈 し、それ に複 数 の接尾辞 が付加 され て、つ く られ てい る。

 西 ナイル諸語 の 「単数(Singulative)」 形 は 、ナ イル祖 語 で再構成 され

た形式 、*r21nに 由来す る。 た だ し、シル ク語 は 、語幹 末 の位置 に鼻音 の

連 続 を も つ が 、 こ の 鼻 音 の 連 続 が ナ イ ル 祖 語 に お け る 「単 数

(Singula七ive)」 形 の形成 途 中にあ らわれ る鼻 音 の連続 を反 映 して い るか

は明 らか ではな い。 また、アニ ュワ語、ル オ語 、アチ ョ リ語 の語幹母 音 が

後 舌 高母音 で対応 して いるのは説 明で きない。 西ナ イル諸 語 の複 数形 は、

「単数(Singula七ive)」 形 が話 し手 に よつて標 準 形 と再解釈 され 、その標

21)ナ イル祖語、語幹初頭 に位置での閉鎖音の無声 と有声 の対立の問題 は未解決で ある。
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準形 か ら複 数 形成 の規則 に した がってっ くられ た。

(32) `eg9'

EN: sg/p1,         SN:

Kak ka七110

Kuk kasllUk,Utl/katllOk

Mo ko七 〇1uk.uti/ka七alok

Ba katuluk.uti/katalok

Ne ko七uluk.〇 七i/katll4k

Paj katiluk.uti/katllUk

Do        /xattEl-

Lk        /a・ghatEl-

Lt         /  attEl一

WN:sg./p1.

Nu tuOng', tong'u/tong'

D咜uong'/to.ng'

Sh tongo/tong'

An七 〇ng'0/七 〇ng'

Pa tong,oノ 七〇ng,

Lu tong'/tOng'gE

Ac tong'

 南ナ イル 諸語 にお いてe東 ナ イル 諸語 や西 ナイル諸 語 の形 式 と同 じ起源

を もつ と思 われ る形 式 を見つ ける ことはできな い。西 ナイル 諸語 にお い て、

単数 を表示 す る形 式は、語宋 の位 置 に鼻音 を もつ。西 ナイル 諸語 にお い て、

「単数(Singulative)」 形 を見つ ける ことが で きる。 東ナ イル諸語 は、語

頭 の要 素 、(kwV')・を もっ てい るが、西ナイ ル諸語 は 、語頭 の要素 を もた な

い。なぜ な ら、語 幹 初頭 の位置 において、西ナイ ル諸語 の無 声歯茎 閉鎖 音

tは 、東 ナイ ル諸 語 の無声歯 茎 閉鎖音tと 対応 してい る。 も し、西 ナイ ル

諸語 に語 頭 の要 素、(kwV)・ が存在すれ ば、西 ナイル 諸語 の有声 歯茎 閉鎖 音

dが 東 ナ イル 諸語 の無 声歯茎 閉鎖音tに 対応す るはず で あ る。したが っ て、

西ナ イル 諸語 は 、語頭 の要 素、(kwV)・をもたな かつた と考 えるべ きで あ る。

語幹 母音 は、後 舌 高母音uを 再構 成す る。なぜ な ら、ヌエル 語 とデ ィンカ

語 でvowel breakillgが 観察 で きる(u>uo)。 語 幹末 の位置 にお け る子 音

は、ナ イル祖 語 有 声側面 音、*liを 再構成 す る。 ナイル祖 語有 声側 面音 去11

は 、東 ナイ ル 諸語 にお いて側面 音1で 、西ナイル 諸語 にお いて 、とき どき、

有 声軟 口蓋 閉鎖 音gで あ らわれ る。(32)に お いて、西 ナ イル諸語 の語 幹

末 の位 置 に あ る軟 口蓋 鼻音ng'は 、「単数(Singulative)」 形 の形成 の過 程

で生 じる語 幹 末子 音 の鼻音化 に よつて、ナイル祖 語 再構成 音盛11が 鼻音 化

を受 け た結果 で あ る。

Singula七iVe; PN  *(kwV)・tul1・ok・1 >  (kwV)・tuol1―ok・i (f) 〉

(kwV)-tuoll-on-i (a)〉 (kwV)-tuoli-n-i(b)〉 (kwV)-tuong'-n・i(c)〉
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(kwV)-tuong'・i(d)〉(kwV)・ 七nong(e)

 東 ナイル 諸語 にお いて 、鼻音 を伴 う 「単数(Singula七ive)」 形 を見 つ け

る こ とが できな い。バ リ語(カ ク ワ方 言、 クク方言 、モ ン ダ リ方言、ニ ェ

プ 方言 、 パ ジ ュル 方言 を含 む)の 複 数形 は 、 「単数(Singola七ive)Jが つ

く られ る もとにな つた語幹 に、新 た に接尾 辞 が付加 され てつ くられ た。バ

リ語 の単数 を表示 す る形式 は、語幹形成 辞・okが 付加 され た複数 形 に、新

しい接尾 辞 が付加 され て形成 され た。そ の とき、鼻音 化 は生 じなか った と

考 え られ る。

 西 ナ イ ル 諸 語 の 単 数 を表 示 す る形 式 は 、ナ イ ル 祖 語 にお い て再 構 成 され

た 「単 数(Singulative)」 形 、㌔u◎ng'に 、直 接 、 由 来 す る。 た だ し、語 頭

要 素 、(kwV)・ を も た な い。

 西ナ イル 諸語 の複 数 形 は、 「単数(Singula七iVe)」 形 を基 準 形 と再解 釈

す るこ とで 、そ の標 準形 か ら複 数形 の形成 法に した が つて、規則的 にっ く

られ た。

(33)  `fire'

EN: sg。/p王.

Kak kl-mang'

Kuk kl-mang'

Mo sl・ma

Ba kl-mang'

Kma-k妤麥

Te a-kl-m

Tu a-ki・m

Do xl・ma

Lk  a-xi-mang'

Lp kl-ma

On na・kI・ma

Sa ng'-kl-ma

Ca

SN=sg,/pl.    WN:sg,/p1,

Na ma t/ma-stinwa Nu mac, mai/mai

Po ma?(?:glo七ta18top)Di mac/mEc

Sh mac

Pa mac/majo

An maaj/mAj

Lu mac/mec, meye

La mac/mace

Ac maat

  n-kl-ma/n-kl-ma-cln

Ma Eng'-kl・ma/Ing'-ki-maitie

 東 ナ イル諸語 の なか でバ リ語(モ ンダ リ方言 を除 く)と ロ トゥホ語(ロ

コヤ方言)だ けが語 幹末 の位 置 に鼻音 を もつて い る。バ リ語 とロ トゥホ語
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以外 の東 ナイ ル諸 語 の多 くは、語 末 の位置 の子 音 を脱 落 させ たの で(母 音

も同時 に失 つた言 語 も ある)、 語 幹 末 の位 置 に鼻音 が存在 した か ど うか 明

確 で は ない。 しか し、東 ナイル諸 語 のなかで 系統的 に近 い関係 を もた ない

バ リ語 と ロ トゥホ語 が語 幹末 の位 置 の鼻音 を保 持 してい る こ とは、東 ナ イ

ル 諸語 全体 が恐 らく鼻 音化 を伴 う 「単数(S匤gulative)」 形 を もつてい た

と考 え て よい。 南 ナ イ ル 諸 語 と西 ナ イル 諸 語 は 、 鼻 音 化 を伴 う 「単 数

(Singulative)」 形 を もた なか った。語幹 末 の子 音 の再構成 音 は、東 ナイ

ル 諸語 が軟 口蓋 鼻 音 を もつ こ とか ら、ナイル祖 語有 声 軟 口蓋 閉鎖音廓gを

再 構成す る。

Singulative: PN

(kwl)-mAg-n・1 (b)

(kwl)-mAng'(e)

密(kwl)・mAg・Ak・1 > (kwl)・mAg・An・I (a) 〉

〉 (kwl)-mAng'-n-1 4c)〉 (kwl)-mAng'-1 (d)〉

東 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 の 「単 数

(S疣gula七ive)j形 、*(kwl)一ﾘAng'に 由 来 す る 。

 東 ナイ ル諸語 の複数 を表 示す る形 式 は、ナ イル祖 語 にお いて再構 成 され

た語 幹 、"(kwl)・mAgに 新 た な接 尾辞 が付加 され て形成 された。 ナイル 祖

語 にお いて 再構成 され た有声 閉鎖 音 は、普通 、東 ナ イル 諸語 で は弱化 し、

声 門摩擦 音hを へ て 、母音 の一部 になる。マ サイ語 の複 数形 にお ける語 幹

母音 、aiは 、ナ イル祖 語 再構 成 音密gが 弱化 して生 じた2重 母 音 で ある。

 南ナ イル諸語 の単数 を表示 す る形 式は、ナ イル祖語 で再構成 され た語幹e
虎(kwl)-magに 由来 す る。ナ ンデ ィ語の単数語幹 が長 母音 を もつ のは、 ナ

イル祖 語 再構 成音 歯gが 弱化 して 、母 音の一部 にな った結果 で あ る。 ポ コ

ト語 にお い ては、 ナイル祖 語 再構成 音fi gは 、 声門 閉鎖音?と して保存 され

て い る。南 ナイ ル諸 語 の複数 形 は、ナイル祖語 にお い て再構成 された語幹 、

晋(kwl)-mAgに 薪 た な接尾 辞 が付加 されてつ くられ た。

 西 ナ イル諸語 の単数 を表示 す る形 式は、ナ イル祖 語 におい て再構成 され

た語 幹 、蜜(kwl)・mAgに 、高母音1が 後続 してい る と考 え られ る。ナ イル

祖語 再構 成音惣 は、高 母音1の 前 で 口蓋化 して硬 口蓋 閉鎖 音jに 変化 して

い る(ル オ語 で硬 口蓋 閉鎖 音 」は、母 音間 にお いて半母 音yで 発 音 され る)。

この高 母 音 は、 「単数(Singulative)」 形 をつ くる形 成法 の過 程 で あ らわ

れ る接 尾辞 に 由来 す るか 、あ るい は、複 数形 をつ くる とき に接 辞 され る接

尾辞 に 由来す るか、明 らかでは ない。 しか し、鼻 音化 が存 在 しな い ことか

ら、この高母 音 は、複 数形 をつ くる接 尾辞 に由来す る と考 えてお く。そ う

一221一



であれ ば 、西ナ イル 諸語 の単数 を表示 す る形 式 は、本 来、複 数形 で あって 、

話 し手 は、 単数 を表示 す るため に複 数形 を集 合 的 に用 い た と考 え られ る。

(34)   `dog'

EN: sg./P1.

Kak Dyong'

Kuk Diong'

Mo Diong'

Ba D卲ng'

Sa 1-Dla

Ca 1-Dla/1・dein

Ma ol-Dia/il-diein

SN: sg./pl,

PK需ng,olk

Na ng,ok七 〇/n9,0;k

Ki ng'0:k七a

Ak ng'olyta

Ba gude:da

Bia gure:ra

WN:sg./p1,

Nu juk

Di jon/jook

Sh gwok/guok

An guok/guu

Pa gwok/guu

Lu guok/guogi

Ac gwOk/gwOgI

La grook/gwogg�

 東 ナイ ル諸語 のな かでバ リ語(す べて の方 言 を含 む)だ けが単数 を表 示

す る形 式 の語 幹 末 の 位 置 に鼻 音 を も つ て い る。 バ リ語 だ け が 「単 数

(Singula七ive)」 形 の 存在 を示 して いる。 恐 ら く、南ナ イル 諸語 は、東 ナ

イル 諸語 や 西ナイ ル諸語 と起源 を同 じにす る 「犬 」を意 味す る語 をもたな

い。

 バ リ語 が単数 を表示 す る形式 の語幹末 の位 置 に軟 口蓋 鼻音ng'を もち、

西 ナイ ル 諸語 の単 数 を表示 す る形 式が語 幹 末 の位 置 に軟 口蓋 閉鎖音 を も

つてい る こ とか ら、ナイル祖 語 に再構成す る 「単数(Singulative)」 形 の

も とに な る語 幹 は 、語 幹末 の位置 に有声軟 口蓋 閉鎖音 敦gを もつてい た と

考 える。 語幹 母音 は、 明 らか では ない が、 暫 定 的に後 舌 中母音*o、 あ る

いは、㌔ を再構成 してお く。 語幹初 頭 の位 置 におい て東 ナイル 諸語 の 内

破音Dは 、西ナ イル諸語 の有声 軟 口蓋 閉鎖 音gと 対応 してい る。 この対

応 に対 して、ナイ ル祖語 に有声側 面ﾘ*liを 再構成 す る。 ナ イル祖 語 再構

成音"11は 、西ナ イル諸語 で は側 面音1か 、 とき どき、有 声軟 口蓋 閉鎖音g

で 現わ れ(デ ィンカ語 とヌエル 語 では後続 す る高母音 に よって 、 口蓋化 し

てい る)、東ナ イル 諸語 では側 面音1か 、 とき どき、歯 茎 内破 音D、 あ るい

は、歯茎 外破 音dで 現 われ る。

Singulative=PN*liOg-Ak-1>111Ag-Ak・1(f)>111Ag-An-1(a)>111Ag-n-1

(b)>111Ang'・n・1(c)>111Ang'・I(の>11IAng'(e)

Singulative:PN:*110g・ok・i>11uo9-ok・1(f)>11uo9・on・1(a)>11uo9・n・1(b)
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>lluong'-n-1(c)>11uoi7g'-1(d)>11uong'{e)

 東ナ イル諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は、 ナイル 祖語 に再 構成 され

た 「単 数(Singula伽e)!形 に由来す る。バ リ語以 外 の東 ナイル 諸 語 は 、

単 数 を表示 す る形 式 の語 幹 末 の位 置 に鼻音 が存 在 したか ど うか 明 らか で

は な い。 しか し、 これ らの 言語 にお い て もバ リ語 と同様 に語 幹 母 音 が

vowel breakingを 起 こ して い る。 これ は、 これ らの言語 に もバ リ語 と同

様 の接 尾辞 が 、現 在 は失 われ てい るが 、過去 に接 辞 していた こ とを示 して

いる。 東 ナイル 諸 語 の複 数形 は、 ナイル祖 語 再構 成形 、歯110/0gに 由来 す

る。ナイル祖 語 に再構成 され た有声 閉鎖 音は 、東 ナ イル諸語 にお いて、普

通 、弱化 し、声 門摩 擦 音hを 経て 、母音 の一 部 に な る。

 西ナイル 諸語 は、鼻音化 を伴 う 「単数(Singelative)」 形 を もた なか つ

た。 単 数 を表 示 す る形 式 は 、ナ イル 祖 語 にお い て 再 構 成 され た語 幹 、

*leca/Ogか ら直接
、 由来 す る。 有声 閉鎖 音は 、西ナ イル 諸語 にお いて 、普

通、語末 の位 置 で無声化 され る。語末 の位 置 で有声 閉鎖音 が無声 化 した形

式 を、酉 ナイル 諸語 の話 し手 は標 準形 と再解 釈 し、その標 準形 か ら規則 的

に複数 形 をつ くつてい る。

(35) `seed, sesame'

EN:  sg,         SN:

Kuk nyumuti

Ba nyumuti, ko-nyum

Ne nyumuti

Km e-ki-nyomit

Te e-ki-nyomit, i-ka-nyum

Tu e-ki-nyamlt

Do xi-nyom-o.ti

Lt a-nyimiti

WN:sg。/pl。

Di nyuOm/nyum

Sh nya/nywole

An nyimmo/nyimi

Ac nyim

La nyim

 南ナ イル諸語 に、東 ナイル 諸語、西ナイル諸 語 と同 じ起源 を もっ と考 え

られ る形 式 を見つ け る ことは できない。また、西ナ イル 諸語 の 中でシル ク

語 だ けが単数 を表 示す る形 式 に語 幹末の位 置 に鼻 音 を もたない。シル ク語

の形式 が他 のナ イル諸 語 の形式 と同 じ起源 を もつ とすれ ば、シル ク語以 外

の東 、西 ナ イル 諸語 の形式 は、「単数(Singulat咩e)」 形 をつ く る形 成 法

に よつて生Lた 鼻音 を もつ と考 え られ る。た だ し、シル ク語 の形 式 のみ で 、
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この 結 論 を下 す の は 困難 で あ ろ う。 しか し、 「単 数(Singulative)」 形 を

もつ て い た と仮 定 す る と、 以 下 の よ うな派 生 が 考 え られ る。

Singula七ive:PN冑(kwi)―nyob-ok-i>(kwi)・nyob・on・i(a)〉(kwi)-nyob-n-i

(b)〉(kWi)-nyOmTi(C)〉(kWi)・nyOm・i(d)〉(kWi)・nyOm(e)

(36)  `tree'

EN: sg./p1,

Do sani

Lk o-yandlk/o-yan.I

Lp yyanI

Lt a-yyani

On O-shEtA/o-k'eye

Sa 1-cani

Ca 1-cani/1-keek

Ma O1℃Anl/I1・kEEk

 Ol-cA七A

Ba kadEn

SN. sg./pl,

PK需kE二t

Na ke:ti毛/ke:七

PokE:t

Ba ge:七a

WN:sg./pl.

Nu jath/jEn

D哿AI(wal

Sh yath I yEnh

Pa yath/yin

An j aath/jEnnhI

Lu ya七h/ylEn

Ac yAt/yadi, yen

 バ リ語 を除 く東 ナ イル諸語 は、単数 を表 示す る形 式 の語 幹末 の位置 に鼻

音 を もつて い る。南ナイル諸語 と西ナイ ル諸 語 は、単数 を表示 す る形 式 の

語 幹 宋 の 位 置 に 鼻 音 を も た な い 。 東 ナ イ ル 諸 語 だ け が 「単 数

(Singelative)」 形 を、単数 を表 示す るた め に用 い た。語 幹末 の位 置 にお

いて、東 ナイル 諸語 が歯茎鼻音11を もつ こ と、また、西ナ イル諸語 が歯 閉

鎖 音thを もつ こ とか ら、ナイル祖 語 で語 幹 末 の子 音 は有声 のは じき音史r1

であ った と考 え る22)。 語幹 初頭 の位 置 の子音 は、唇 軟 口蓋 閉鎖 音*kwで

あつた。唇軟 口蓋 閉鎖 音は、東ナ イル 諸語 と南 ナイ ル諸語 では無 声軟 口蓋

閉鎖音kで 現 われ 、西 ナイル諸 語 では半母 音w、 あ るい は、yで 現れ る。

語 幹 の母音 は 、前舌 中母音Eを 再構成 す る。 前舌 中母 音Eは 、後続 す る

22)有 声は じき音のかわ りに有声歯 閉鎖音を再構成する可能性 もある。ただ し、ナイル

祖語に歯閉鎖音、th、 dhを 再構成す るかは、未解決 である。 また、ディンカ語が側 面

音iで 対応 していることか ら、ナイル祖語に有声側 面音㌔ を再構成す る可能性 もある。

しか し、側面音をもつのはディンカ語のみであることか ら、デ ィンカ語において、有声

は じき音か ら有声側面音へのなんらかな音韻変化があつたと考 えるのが よいであろ う。
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音 節 が低 母 音Aを も つ と き、vowel breakingを 起 こ し、母 音 連 続IAに な

る。 こ のvowel breakingで 生 じた 高母 音1は 、 東 ナ イ ル 諸 語 に お い て 先

行 す る無 声 軟 口蓋 閉 鎖 音kを 口蓋 化 し、 無 声 硬 口 蓋 閉 鎖 音c、 あ る い は 、

硬 口蓋 摩 擦 音shに し た。 そ して 口蓋 化 に よ つ て 生 じた 無 声 硬 口蓋 閉鎖 音

cの あ と で、高 母 音1は 脱 落 した(オ ン ガ モ 語 、サ ン プ ル 語 、ジ ャ ム ス 語 、

マ サ イ 語)。

 ジ ャム ス語 、 マ サ イ語 の複 数 形 は、ナ イル 祖 語 で 再構 成 され た 「単数

(Singulative)」 形 が形 成 され る もとにな つた語 幹 、*kwEr1に 接 尾辞 一Ak

が接 辞 された形 式 か ら由来す る。ナイル 祖語 有声 閉鎖音 は、普通 、東ナ イ

ル諸 語 にお いて弱化 して、声 門摩擦ﾘhを 経 て、2重 母 音や 長母 音の一 部

になつ た。 有声 は じき音㌔1も 同様 の弱化 をお こな った。 オ ンガモ語 にお

いては語 末 の位置 の無 声軟 口蓋 閉鎖音kは 脱落 したの で あろ う。また 、東

ナ イル諸語 にお い て3拍 の長 さの母音 は、許 容 され な い。した がつ て、EEA

とい う連続 は 、EEに 短 くなった。

Plura/EN士kwEr1・Ak>kwEh°Ak>kwEE°Ak>kwEE-(k)

 南 ナ イ ル 諸 語 は 、 単 数 を 表 示 す る た め に 鼻 音 化 を 伴 う 「単 数

(Singulative)」 形 を用 いない。 しか し、南ナ イル 諸語 の 単数 を表 示す る

形式 は 、ナ ンデ ィ語 の単数形 と複数形 をみれ ばわ か る よ うに、複数 形 よ り

形 態論 的に複雑 な形 式 にな ってい る。 南ナイル 諸語 の形式 、kE:七 は、複

数形 で あ ると仮 定す る と、 単数 を表示 す る形 式 は、複 数形 に接尾 辞 ・ltを

付加 され て形成 され て い る。南ナ イル諸語 の複数 形 は、ナ イル祖語 で再 構

成 され た語幹 、*kwEr1に なん らかの接 尾辞t(V)が 接辞 されて形成 され た。

普通 、ナ イル 祖語 有声 閉鎖音 は、南ナイル諸語 にお いて弱化 して、2重 母

音や長 母音 の一部 にな った。南ナ イル 諸語 の単数 を表示 す る形 式が もっ長

い母 音 は、ナイル祖 語 再構成 音密r1が存在 した こ とを示 して いる。

 西 ナ イ ル 諸 語 は 、 単 数 を 表 示 す る た め に 鼻 音 化 を 伴 う 「単 数

(Singulat�e)」 形 を用 いない。単数形 は、ナイル祖 語 で再構成 され た語

幹 、*kwErlで 説 明す ることが で きる。 ナイル祖 語 再構成 音糧wは 、西 ナ

イル 諸語 におい て半母 音wで あ らわれ る。 しか し、西 ナイル諸語 にお い

て も、vowel breakingが 起 こった(E>IA)。 そ の結 果、 生 じた高母 音1

の影 響 に よ り、ナ イル祖 語再構 成音張wは 、半母音yで あ らわれ る。口蓋

化 の原 因 となった 高母音1は 、vowel sandhiに よ り、失 われ た。ナ イル祖

語 再構成 音粉1は 、普通 、西 ナイル諸語 にお い て歯 茎有 声 閉鎖音dhで 現
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われ る。しか し、西ナ イル 諸語で は語 末 の位 置 で有 声 閉鎖 音 は、しば しば、

無声化 され た。一方 、西 ナイル諸 語の複数 形 は、た い てい 、語幹末 の位 置

に鼻音 を もって い る。 この鼻音 は、複 数形 が 「N・複 数」 と呼ぶ複数形 成 法

に したが つて つ くられ た こ とを示 して いる(第2章 、(10)を 参 照)。

Plurall WN(PN需kwlAr 1>*yAdh)*yAdh・111>yAnh・nl>yAnh・I or

yA-nI

(37) `water'

EN: Sg.ノp1.

Kak pio

Ku  piong'

Ba  piong'-tot/piong'

Ne piong'

Mo ci圏pi

Km ng'a-k�麪i?

Te   a-ki-pi

Tu iig'a-ki-pi

Lp na一ﾘiong'

On na-shi一ﾟi

Do   ki-fyong'

SN:sg./P1。

Na pe:k/pay-wa=

Pa pix

Da ba:w

WN:sg.ipl.

Nu pi(pl. only)

Di pi ipl. only)

Sh pi, piu, pik(pl.)

  (pigan`this water')

An pii(pl.)

Pap劦(pl.)

Lu pi/pige

La pi

Ac pi�

 東ナ イル諸 語 にお い て、バ リ語(ク ク方言 、ニ ェプ方 言 をふ くむ)と ロ

トゥホ語(ロ ピッ ト方 言、 ドンゴ トノ方言)が 単数 を表 示 す る形 式 の語 幹

末 の位 置 に鼻音 を もつ ている。南 ナイル 諸語 と西ナ イル 諸語 は、単数 を表

示 す る形 式 の語 幹宋 の位置 に鼻音 をもた ない。南 ナ イル 諸語 と西 ナイル 諸

語 は、鼻 音化 を伴 う 「単数(Singulative)」 形 を、単数 を表 示す るた め に

用 い なか った。語幹 母音 は、と りあえず、前舌 中母 音eを 再構成 し、vowel

breaking(e>io)が あ つた と考 えてお く。 語幹 末 の位 置 の子音 は、東 ナ

イル 諸語 が軟 口蓋鼻音ng'を もつ ことと、若 干 の西 ナイル 諸語 にお いて語

幹 末 の位 置 に軟 口蓋 閉鎖音が見つ か ることか ら、有 声 軟 口蓋 閉鎖音gを 再

構成 す る。

Singulative:PN*(kwi)・peg・ok・i>(kwi)・pio9・ok・i(の 〉(kwi)・pio9・on・i(a)

〉 (kwi)。pio9・n―i (b>〉 (kwi)・piong'・n・i (c) 〉 (kwi)・piol19'・i (の 〉
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(kwi)-piong'(e)

 東 ナ イ ル 諸 語 の 「単 数(Singulative)」 形 は 、 ナ イ ル 祖 語 に 再 構 成 され

た 「単数(Singulative)」 形 、需(kwi)°piong'に 由来 す る。東 ナ イ ル 諸 語(バ

リ語)の 単 数 を 表 示 す る形 式 は 、 「単 数(Singulative)」 形 の 形 成 法 に し

た が つ て つ く られ た 形 式 に、 さ らに 、接 尾 辞 が付 加 され て い る。 カ リモ ジ

ョ ン語 、テ ソ語 、 トゥル カ ナ語 に お け る、語 幹 末 の 位 置 に 鼻 音 を も た な い

形 式 は 、 「単 数(Singula七ive)」 形 か ら鼻 音 が 脱 落 した 結 果 、 生 じた形 式

で あ ろ う。

 南ナイル 諸 語 の複数 を表 示す る形 式は、ナイ ル祖 語 に再構成 され た 「単

数(Singula七ive)」 形が 形成 され るも とになつ た語 幹 、衷(kwi)-pegに 直接 、

由来す る。ナ イ ル祖 語 有声 閉鎖音索gは 、普通 、南 ナイル 諸語 におい て弱

化 して、2重 母音 や 長母 音 の一部 にな った。ナ ンデ ィ語 の 単数 を表 示す る

形 式 は、本 来 の語 幹 、x(kwi)・pegに なん らかの接 尾 辞・(V)kが 接辞 され て

い る。 これ は語 幹 母音 が長 い こ とか ら分 か る。

 西ナイル 諸 語 で は、 「水 」 を意 味す る名 詞 は、普 通 、常 に複数 で扱 われ

る。 しか し、単 数 を表 示す る形 式 を全 くもたな いわ けでは ない。単 数で使

われ る揚合 、それ は 「水 溜 り」を意味す る。西ナ イル 諸語 の複数 、あ るい

は 、単数 を表 示す る形 式 は、ナイル祖語 で再 構 成 された語 幹 、*pegに 由

来す る。 語頭 の要素(kwi>・ を、西 ナイル諸語 は もたなか つた。 も し、語 頭

の 要素(kwi)・ をもっ ていれ ば、語 幹初頭 の位 置 の 子音は 、有 声両唇 閉鎖

音bで 対応 しな けれ ば な らない。語 幹末 の位 置 にお いて シル ク語 の複 数形

変種や ルオ語 の複数 形 に軟 口蓋 閉鎖音kやgを もつ形 式 を見 つ け るこ とが

で き る。 これ らの形 式 は 、ナイル 祖語 に再構成 され た語 幹 、尉pegに ま で

遡 る こ とが で き る。

(3S)  `skin'

EN: sg./P1.

Lp yyani

On na-shon�

Sa 1-coni

Ca  1-coni

Ma o1・coni/i1-coni七 〇

SN: WN:sg,/p1.

Sh lao/lani

Lu Iaw/Ieen�, Lepe, Iewni

Ac laa

La lao/leni

南 ナイル 諸語 におい て、東ナイル 諸語や西 ナイル 諸語 と起源 をnLく す
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る形式 を見 つ け るこ とはできない。東 ナイル 諸 語 は 、単数 を表 示す る形 式

の語幹 末 の位置 に鼻 音 をもつて い る。西 ナイ ル諸 語 は、単数 を表示す る形

式 の語 幹 末 の位 置 に鼻音 をもっていない。 した が って 、東 ナイ ル諸語 だ け

がr単 数(Singulative)」 形 を もつてい た と考 え る。

 語幹 初頭 の位 置 にナ イル 祖語 無声側 面音`r12を 再 構成 す る。 ナイル祖 語

無声側 面音*12は 、 ときどき、東 ナイル諸語 にお い て無声 歯茎 閉鎖 音 七で

現 われ る。 西ナイル 諸 語 にお いて側面音1で 現 われ るのは、普通 、母音 問

で ある。この対応 を説 明す るた めには、ナ イル祖 語 に語頭 の要 素、(kkwV)・

を再構 成 す る必 要 が あ る。 しか し、この語頭 の要素 が存在 した ことの証拠

は どこに も見つ か らな い。東 ナイル諸語 にお い て無 声歯茎 閉鎖音 七は 、後

続 す る高母 音 のま えで 口蓋化 を起 こした(t>c/u)。 この 口蓋 化 を説 明す

るた めに は、語幹 母音 がVowel breﾘkingを お こな った と想 定 しな けれ ば

な らない(O>UO)。

 語幹 末 の位 置 に東 ナイル諸語 が歯茎鼻音nを もつ てい るの で、また 、西

ナイル 諸語 が長 母音 や 半母音 で語 幹が終わ つ てい る ので、ナ イル祖 語 有声

歯 茎 閉鎖音矧 を語 幹 末 の位 置 に再構成 す る。

Singulative:PN*(kwi)・120d・ok・i>(kwi)・12uod・ok-i(f)〉(kwi)・12uod・on・i

(a)〉 (kwi)-12uod-n-i(b)〉 (kwi)-12uon-n-i(c)〉 (kwi)-12uon-i(d)〉

(kwi)-12uon(e)

 無 声 歯 茎 閉 鎖 音 が 口蓋 化 した 後 、vowel sandhiに よ り母 音 連 続uoは 、

単 純 な 母 音oに 変 化 した。東 ナ イ ル 諸語 の 単 数 を表 示 す る形 式 は 、ナ イ ル

祖 語 で 再 構 成 され た 「単数(Singulative)」 形 、*(kwi)・12uon-iで 説 明 す

る こ と が で き る 。 東 ナ イ ル 諸 語(マ サ イ 語)の 複 数 形 は 、 「単 数

(Singula七ive)」 形 が 標 準 形 と再 解 釈 され て 、 こ の 標 準 形 に 接 尾 辞 が 付 加

され て つ く られ た。

 西ナ イル諸語 の単数 を表 示す る形式 は、ナ イル祖 語 で再構 成 された 「単

数(Singulative)」 形 が形 成 され るもとにな つた語 幹 、 X(kwi)・120dに 由来

す る。 た だ し、語 幹母 音は、東ナ イル諸語 とは異 な るvowel break匤gを

お こな つ た と考 え る(o>ua)。 ナイル祖 語 有声 歯茎 閉鎖音*dは 、 とき ど

き、西 ナイル諸 語 にお いて弱化 し、2重 母 音や長 母 音 の一部 に なる。西ナ

イル 諸語 の複 数形 は、「N・複数 」と呼ぶ複 数形 成法 に したが つてい る(第2

章、(10)を 参 照)。 た だ し、ル オ語 の複 数変 種 、1epeは 、 lawを 標 準形 と

再解 釈 し、そ の標 準形 に規則的 な複数形成 法 を適 用 してつ くられた新 しい
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改新形 で ある。 「皮 」 を意 味す る名 詞 の再構 成 を試 み たが 、 しか し、 そ の

再構 成 に はか な りの 困難 が伴 う。

(39) `sand'

EN: Sg./pL

Km a-thinyon

Te a-sing'e

Tu  a・sinyon.i

Lp    sing'ata

Lt a-six3g'lt

Sa  sUnvaI

Ca  sUnyai

SN:sg./pl.       WN:sg./p1,

Na ng'any℃k/ng'a:ny・a;Nu llEt

Gis sige:da Di liEEt/lit

Sh kwojo

An akuuo/akui

Lu kuoyo

Ac kweyo

Ma G-slnyAI/1-slnyA

 東ナ イル 諸 語 だ けが、単数 を表 示す る形 式 の語幹 末 の位 置 に鼻音 を もっ

てい る。ナ ンデ ィ語 の形式 は、東 ナイル諸 語や 西ナ イル諸 語 の形式 と同 じ

起源 を もつ形 式 で ある と判 断す るこ とは困難 であ る。語幹 の初頭 の位 置 に

ナ イル 祖 語 再構 成 音*12を 想 定す る。現在 、話 され てい るナイル諸 語 の子

音 体系 が摩 擦音 を もつ ことは珍 しい。た とえ摩 擦音 が存在 して も、他 の言

語 か らの借 用 で あ つた りす る。(39)の 対 応例 で見 られ る摩擦 音 は、ナ イ

ル祖 語再 構成 音 寳12に 由来す る と考 える。ナイル祖語 再構成 音*12は 、東 ナ

イル 諸語 では 、 とき どき、無声歯茎 閉鎖音tで 現 われ る。ま たeカ リモ ジ

ョン語 で は、無 声歯 閉鎖音thで 現 われ る((29)を 参 照)。 ナ イル祖語 再

構成音 需12は 、西 ナ イル諸語 では とき どき側面音1で 、 また 、 とき どき 、

無声軟 口蓋 閉鎖音kで 現 われ る。語幹末 の位 置 にお いて 、東 ナイル 諸語 は

軟 口蓋鼻 音ng'か 硬 口蓋鼻音nyを もって いる。軟Q蓋 鼻音ng'が 高母音 の

前 で 口蓋 化 して、硬 口蓋鼻 音nyに な った と考 える。 したが つて、 「単 数

(Singulative)」 形 が形 成 され るも ととな った語 幹 の末尾 の位 置 に、有 声

軟 口蓋 閉鎖音gを 再構成 す る。

Singulat咩e:PN-"12ig・oli-i>12ig・on―i(a)>12ig・n・i(b)>12ing'-n一�(c)>

12ing'-i (d}712ing'(e)

 東 ナ イル 諸語 の単数 を表 示す る形式 は、ナ イル祖 語 に再構成 され た 「単

数(Singulative)」 形 に由来す る。東 ナイル諸語(マ サイ語)の 複 数形 は 、
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「単数(Singula七ive)」 形が標 準形 と して 再解 釈 され 、そ の標 準形 に接 尾

辞 が付 加 され てつ く られ たG

 南ナ イル 諸語 にお いて ダ トー ガ語(ギ サ ミジ ェンガ方 言)は 、ナイル 祖

語 に再 構成 され た 「単数(Singulative)」 形 が形成 され る もとにな った語

幹 、*12刕か ら由来す る単数形 をつ くる。た だ し、語幹 末 の位 置 の子 音は 、

ナイル祖 語 再構成 音喪gに 遡 れ るか疑 問 であ る。

 西ナ イル諸 語 の単数 を表示 す る形式 は、ナ イル祖 語 に再構 成 され た 「単

数(Singulative)」 形 が形成 され るも とに なつ た語 幹 、*12igか ら由来 す

る。 ナ イル祖 語再 構成 音*12は 、酋ナ イル諸語 にお いて 、 とき どき、側 面

音1で 、また 、無声 軟 口蓋 閉鎖音kで あ らわれ る。ナイ ル祖 語再構 成音裳g

は、西 ナイル 諸語 では、 とき どき、弱化 して、2重 母音 や 長母 音 の一部 に

な る。 この こ とか ら、ヌエル語 とデ ィンカ語 は 、語 幹末 の位 置 の子 音 の対

応 に問題 が残 る。

(40) `arﾘ, hand'

EN: sg./pl.

Kuk  koni.n

Mo koyin

Ba  koni.n/konisi

Km akan

Te akan

Tu akan

Do  xa.nI

Lk  a-ghEna.ng'

Lp  xa.na

L七 a・anI

On na-hE.na/na-hEk

Sa ng'-kal.na

Ca ng'-kal.na/ng'-kalk

Na Eng'-kal.na/Ing'-kAlk

SN: sg./pl.

Nae・u:も/e・u:n

Poe:x

Gis gE:dinda

Bia gE=rita

WNl sg./P1,

Di c劦n/cin

Sh tino/c匤g'

Pa ting', cino/c匤in

An cEnO/cEng'

Lu clng'

Ac ting'

 西ナ イル 諸 語 だ け が単数 を表 示す る形 式 の語 幹 末 の位 置 に鼻 音 を もつ

て い る。東ナ イル 諸語 にお いて 、例 えば、マ サイ語 の形 態分 析 をお こな う

と、 単数 を表示 す る形 式 は、接 頭 Eng'一、語幹 ・ka・、接尾 辞 ・lk、接尾 辞

一Aと 分析 で き る(接 尾辞一lkの無 声軟 口蓋 閉鎖音kは
、母音 間で歯茎 鼻 音
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nに 変 化 す る)。 バ リ語(ク ク方 言 を含 む)に み られ る2番 目の音節 の 鼻

音 は、 何 らか の子 音 が後 続す る鼻 音 に同化 して 鼻音 に変化 した と考 え る。

したが って、バ リ語(モ ンダ リ方 言)に 見 られ る2番 目の音 節 が半母音 で

始 ま つて い る形式 が 、本 来 の形 で あった ろ う。カ リモ ジ ョン語 や テ ソ語 に

見 られ る単数 形 の語 末 の位置 に あ る鼻音 は、マ サイ 語 に見 られ る接 尾辞 の
一部 で ある無 声軟 口蓋 閉鎖音kが 母音 問 で鼻音 化 したな ご りであ る。した

が って 、語 幹 末 の位 置 に鼻音 は存在 しない。

 南ナ イル 諸語 にお いて ダ トーガ語(ギ サ ミジ ェンガ方言 、 ビア ンジー タ

方言)は 、無 声軟 口蓋 閉鎖音kで 語幹 が始 ま るが 、ナ ンデ ィ語 とポ コ ト語

は語 幹 初頭 の子 音 を失 って いる(ダ トーガ語 に は閉鎖 音 に有 声 と無声 の音

韻 的対 立 は な く、 した がつ て、初頭 の子音 は、無 声 閉鎖 音 で表 記 され るべ

きで あ る)。 西 ナイル諸 語 は、語頭 の位置 に無声 硬 口蓋 閉鎖音cを もつ て

い る。無 声 軟 口蓋 閉鎖音kが 口蓋化 を した と考 え るが 、口蓋化 を引 き起 こ

した高 母ﾘ1が どこか ら生 じたの か説 明が 困難 で ある。 と りあえず 、語 幹

母音 に前舌 中母 音Eを 再構成 し、vowelﾘreakingとvowel sandhiを 想 定

してお く。西ナ イル諸語 が語 幹末 の位置 に硬 口蓋 鼻音ng'を もつ こ とか ら、

「単数(Singulative)」 形 がつ く られ る もとにな つ た語 幹 は、末尾 の位 置

に有声硬 口蓋 閉鎖音gを もつて いた と考 え る。

Singialative=PN*kEg-lk-A>klAg-lk-A(?)>klg-lk-A(?)>klg-ln・A(a)>

klg°n・A(b)>klng'-n-A(c)>klng'-A(d}>klng'(e)

 東 ナ イル 諸語 の単数 を表 示す る形 式は 、ナイ ル祖 語で再構 成 され た 「単

数(Singulative)」 形 が形成 され るも とにな つた語幹 、張Egに 由来す る。

ナ イル祖 語 再 構成音 葱 は、普 通、東 ナイル 諸語 にお い て弱化 して、2重

母音 や長 母 音 の一部 に なる。マサイ語 の単数 を表示 す る形 式 は、ナイル 祖

語 再構成 形*kEgに 由来す る語幹kA(母 音 の変化 は不 明)に 、マ サイ語 の

接尾 辞 ―lk-Aが 接辞 され てつ く られた と考 え る。マサイ語 の複数 形 は、「単

数(S匤gulative)」 形 をつ くる接尾 辞・Aが とれ た形 式 とな つてい る。

 南 ナ イル 諸語 の単数 を表示 す る形 式は 、ナイル 祖 語で再構 成 され た 「単

数(S�gulative)」 形 が形成 され る もとになつた語 幹xkEgに 由来す る。

ナ イル 祖語 再 構成音 惣 は、普 通 、南ナイル 諸語 で は弱化 して、2重 母 音

や 長母 音 の一 部 にな る。

 西 ナイル 諸語 の単数 を表示 す る形 式は 、ナイ ル祖語 で再構 成 され た 「単

数(Singulative)」 形 に由来す る。た だ し、語 幹 末 の鼻音 が軟 口蓋 鼻音ng'
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で現 われ るの が規 則的 な対応 で あるが 、ときどき、語幹 末 の位 置 に歯茎 鼻

音nを もつ言 語 が あ る。これ は、鼻音 が連続 す る と き、普 通 は後続す る鼻

音 が脱 落す る のだが 、とき どき、先行す る鼻音 が後 続す る鼻音 に調音 点 を

同化 した言語 があ つた と考 える(た とえば、ng'+n>ng'に たい して、ng'+n

>n+n>n)。 複数 形 は、 「単数(Singulat咩e)」 形 が標 準形 に再解 釈 され

て 、そ の標 準形 か ら複 数形成 規 則 に した が つてつ く られ た。

(41) `thing'

EN: Sg./pl.

On  na-t'oshi/na・tosh'ini

Ca   n-toki/n・toki-tin

Ma en-toki J in・tokitin

SN:sg、/P。

Na kll七a/tukun

Po klx

Da gid

WN:Sg./pl,

Di kedang'ノﾘaang'

Sh gin/gik

An giI1/gii

Lu gi(n)/gik

Ac gin

La gln/gigu

 西 ナイ ル諸語 だけが 、単数 を表示す る形式 の語 幹 末 の位 置 に鼻音 をもつ

て いる。語頭 の要素 は、東ナイル 諸語 とナ ンデ ィ語 の複 数形 の対応 か ら 七〇・

と考 え られ る。語 幹末 の子音 は、西ナイル諸語 の複数 形 語幹 が軟 口蓋閉鎖

音g、 あ るいは、kで 終 わって い ることか ら、ナイル 祖語 に有声軟 口蓋 閉

鎖 音gを 再構 成す る。(40)で は、西ナイル諸語 の語 幹 末 の位置 で軟 口蓋

鼻 音ng'と 歯茎 鼻音nが 混在 していた。(41)で は、す べ て の言語 が歯 茎

鼻音nを もっ が 、本 来 は、軟 口蓋 鼻音ng'で あった と考 え る。軟 口蓋 鼻音

11g'は、 「単数(Singulative)」 形 の形成 の過程 で、後続 す る歯茎 鼻音nに

同化 した と考 える。 語幹初頭 の位 置 の子音 は、ナ イル 祖語 再構 成音*kを

再構 成 す る。 ナイル祖 語再構 成 音㌦ は、西ナイル 諸 語 にお い て母音 間 で

は有声 閉鎖 音gで 現 わ れる。

Singuユative:PN盛(to)・kig・ik―o>(七 〇)-kig・in―o(a>〉(もo)―kig・n・o(b)〉

(to)-king'-n-o(c)〉(to)-king'-o(d)〉(to)-king'(e)

Singulative:WN*(七 〇)・king'・n・o><to)・kin・n・o>(七 〇〉・kin・o

 東ナ イ ル諸語 と南 ナイル諸語 の単数 を表示 す る形 式 は、ナ イル祖語 で再

構 成 され た 「単数(Singulative)」 形 が形成 され る も とに な つ た語 幹 、
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魯(tO)・kigに 由来 す る
。 ナ イル 祖 語 再構 成 音 密gは 、 弱化 し て 、2重 母 音 や

長 母 音 の 一 部 に な つ た 。

 西 ナ イ ル 諸 語 の 単 数 を 表 示 す る 形 式 は 、 ナ イ ル 祖 語 「単 数

(Singulative)」 形 、 舜(七〇)・king'に 由 来 す る 。 複 数 形 は 、 「単 数

(Singula七ive)」 形 が 形 成 され る も とに な つた 語 幹 諮(七〇)-kigに 由来 す る。

語 頭 の 要 素 は 脱 落 し た が 、そ れ が 存 在 した こ と は 、語 幹 初 頭 の 位 置 で 閉 鎖

子 音 が 有 声 化 した こ とか ら分 か る。語 末 の 位 置 で 有 声 軟 口蓋 閉鎖 音 葱 は 、

無 声 化 を うけ る。

(42) `spirit, ghost'

EN:Sg,         SN=sg.

Do mEnlang'a    Na Dinde七

Lt a-mlnlang'a

On O-mEnEng'a-nI

Sa 1-mEnang'a°I

Ca 1・mEnEng'a-ni

Ma●1-mEnEng'a-ni

WN二sg./pl.

Sh jwok O juok

An jlTOk/juu

Pa jwok

Lu jUOk, jwOk/juogi

Ac jC10k/jogi

La jOk/jogi

 東 ナ イル諸語 と南ナ イル 諸語 は、単数 を表示 す る形式 の語 幹末 の位置 に

鼻音 を もつ てい る。南 ナ イル 諸語 にお け る歯茎鼻 音nは 、後 続す る子音 に

同化 した結果 で あつ て 、本 来 は、軟 口蓋 鼻音ng'で あ つた ろ う。 酉ナイル

諸語 は 、語 幹 末の位 置 に軟 口蓋 閉鎖音 を もって い る。初 頭 の要素 は 、mE・

で あ る。語 幹初 頭 の位 置 におい て東 ナイル 諸語 は、歯茎 鼻�を もつて い

る。東 ナイル 諸語 にお いて側 面音1は 、後続す る鼻音 に 同化 して鼻音 化 さ

れ る(西 ナ イル 諸語 ル オ語ling'`to hear'に 、東 ナイル 諸語 マ サ イ語a―niug'
`七〇hear'が 対応 す る)

。 したが って 、語幹 初頭 にナ イル祖 語 再構成音 繊 を

再 構成 す る。 ナイル祖 語再構 成音齋11は 、 西ナイル 諸語 で、 とき どき、有

声軟 口蓋 閉鎖音蜘gで 現 われ る。 有声軟 口蓋 閉鎖音gは 、vowel breaking

で生 じた 高母音 の前 で 口蓋化 され 、有声硬 口蓋 閉鎖 音1と な る。語幹母音

は、東 ナイ ル諸 語 の形 式 を説 明す るため には、前 舌 中母音Eを 、西ナイル

諸語 の形式 を説 明す るた めには、後舌 中母音0を 再構 成 しなけれ ばな ら

な い。 この語幹 母音 の 再構成 の問題 は、未解決 であ る。

Singul滋ive:PN蟹mE)・11E/og・A/og覧A/◎ 〉(mE)一 工11A/uog・A/og・A/o㊨ 〉

(mE)-111Auog-A/on-A/o  (a)  〉  (mE)-lilA/uog-n-A/o  (b) 〉
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(mE)-liIA/uong'-n・A/o(c)〉(mE)・111A/nong'・A/o(d)〉(mE)・111AJuong'(e)

Singulative;EN*(mE)-111Ang'〉(mE)-nlAng' (鼻 音 同 化)

 東 ナ イ ル 諸 語 に お け る単数 を 表 示 す る形 式 は 、ナ イル 祖 語 で 再 構 成 され

た 「単 数(S匤gula七ive)」 形 、*(mE)-111Ang'に 由来 す る。

 西 ナイル 諸 語 にお け る単数 を表 示す る形 式 は 、ナイル祖 語 で再構成 され

た 「単数(Sillgula七zve)」 形 が形成 され る も とにな つた語 幹 、*(mE)・110g

に 由来 す る。 ナイル 祖 語再構成 音 恥gは 、西ナ イル 諸語 にお いて有声 軟 口

蓋 閉鎖 音gで 現われ るが、語末 の位置 で無 声化 を受 けて無 声軟 口蓋閉 鎖音

kに な る。西 ナイル 諸 語の 中の多 くの言 語 にお い て、複数 形 は、基準形 と

再解 釈 され た単数 形か ら複 数形成 法 に した が つて規 則的 につ くられ る。

4.ま と め

 第3章 で 、 ナ イ ル 祖 語 の形 態 論 の一 部 を再 構 成 す る試 み を お こな つ た 。

ナ イ ル 祖 語 に は 「単 数(Singulative)」 形 が 存 在 した こ と を 証 明 した 。 ま

た 、 ナ イ ル 祖 語 に 「単 数(Singulative)」 形 が 存 在 した が 、 東 、 南 、 西 ナ

イ ル 諸 語 、す べ て の言 語 が 、同 じ起源 の 名 詞 の 単 数 を表 示 す るた め に 、常

に 、 「単 数(Singula七ive)」 形 を 用 い る わ け で は な か つ た 。 例 え ば 、 「牛 」

を 意 味 す る 名 詞 の 場 合 、 ナ イ ル 諸 語 の す べ て の 言 語 は 、 「単 数

(S匤gulative)」 形 を 用 い た が 、 「人 」 を意 味 す る名 詞 の 場 合 、 東 ナ イ ル

諸 語 と西 ナ イ ル 諸 語 は 、 「単 数(Singulative)」 形 を用 い た が 、 南 ナ イ ル

諸 語 は 、 「単 数(Eingula七ive)」 形 を 用 い な か つ た 。 従 来 、試 み られ た ナ

イ ル 祖 語 の 再 構 成 は 、形 態 論 の 再 様 成 を 考 慮 せ ず 、た だ よ く似 た 音 の 対 応

を探 した 結 果 、 な ん ら正 しい 結 論 を 得 る こ と は で き な か つ た の で あ る。

Vowel Breaking、 vowel sandhi、 vowel breakingに 伴 う子 音 の 口蓋 化 な

ど 、ま だ 、 十 分 な 検 討 を要 す る 問題 が 残 っ て い る が 、本 論 で 試 み た 形 態 論

の 再 構 成 を も と に した 通 時 的研 究 が ナ イ ル 祖 語 の 再 構 成 を 可 能 にす る。
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On Singulative in  Nilotic

Osamu Hieda

Abstract

   All three branches of the Nilotic languages have the singulative formation 

in the nominal morphology.

    The singulative formation in Proto-West Nilotic can be reconstructed as 

follows; singulative forms were derived from basic stems by attaching the suffix, 

-0 or -nO. The alveolar nasal of the latter nasalized the preceding consonant in 

basic stems. 

(a) CVC-O 

(b) CVC-nO > CVN-nO > CVN-0

   The singulative forms in Eastern Nilotic are derived from basic stems by 

attaching the suffix, -A/-o or -(Ak/ok)-i. The velar voiceless stop turned to an 

alveolar nasal inter-vocally. 

(c) Stem-A/o 

(d) Stem-(Ak/ok)-I/i > Stem-(An/on)-I/I

   The singulative forms in Southern Nilotic are derived from basic stems by 

attaching the suffix, -(y)a:n or -i:n. The forms accompanied by the suffix, -i:n, 

were most likely plural forms with collective meaning. 

(e) Stem-(y)a:n 

(f) Stem-i:n

   We can find some cognate sets that attest the singulative formation in 

Proto-Nilotic. For example; 

Teso (E N) `cow, cattle' Nandi (S N) ̀ cow, cattle' Shilluk (W N) `cow, cattle' 

A-kI-tEng (sg.) / A-kI-tUk tany (sg.) / tuc (pl.) dhyang' (sg.) / dhok (pl.) 

Singulative: PN *(kw1)-r2Eg-Ak-I > (kwI)-r2Eg-An-I > (kwI)-r2Eg-n-I > (kwI)-

r2Eng'-n-I > (kwl)-r2Eng-I > (kwI)-r2Eng'

    Three branches retain singulative forms in the cognate set for `cow, cattle'. 

However they do not always retain singulative forms. Some branches have 

singulative forms, but others do not in a cognate set.

(受理 日2003年9月8日 最終原稿受理 日2003年12月16日)
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